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図　面　リ　ス　ト

縮　　尺図　　面　　名　　称 図面番号図面番号

付近見取図

Ａ Ｃ － ０ ８

Ａ Ｃ － ０ ９

Ａ Ｃ － １ ０

０ ０

図　　面　　名　　称 縮　　尺

Ａ Ｃ － ０ ０ １

Ａ Ｃ － ０ １

Ａ Ｃ － ０ ２

Ａ Ｃ － ０ ３

Ａ Ｃ － ０ ４

Ａ Ｃ － ０ ５

Ａ Ｃ － ０ ６

Ａ Ｃ － ０ ７

Ｅ － ０ ０ １

Ｅ － ０ １機械設備工事特記仕様書

既設空調設備　１階平面図

既設空調設備　２階平面図

既設空調設備　機器リスト

既設撤去空調設備　１階平面図

既設撤去空調設備　２階平面図

既設撤去空調設備　機器リスト

更新空調設備　１階平面図

更新空調設備　機器リスト１

更新空調設備　機器リスト２

更新空調設備　２階平面図

電気設備特記仕様書

既設電灯設備　空調室内機配線図　１階平面図

既設電灯設備　空調室内機配線図　２階平面図

改修電気設備　動力・電灯幹線設備　１階平面図

改修電気設備　動力・電灯分岐設備　１階平面図

Ｅ － ０ ２

Ｅ － ０ ３

Ｅ － ０ ４

Ｅ － ０ ５

１：１５０

１：１５０

１：１５０

１：１５０

１：１５０

１：１５０

１：１５０

１：１５０

１：１５０

１：１５０

１：１５０

Ｋ － ０ １

改修電気設備　電灯設備空調配線図　１階平面図

間仕切建具新設　１階平面図

１：１５０

１：１５０

布野保健福祉センター空調改修工事
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変　更　履　歴

岡田建築設計事務所
一級建築士登録　１８８７６６号 岡田　治幸

有限
会社

広島県三次市畠敷町１１０６番地１ ＴＥＬ（０８２４）６３－４３０６　　ＦＡＸ（０８２４）６３－４３１４

設計年月日

図面番号

縮尺工事名称 図名製　　　　　　図
一級建築士事務所広島県知事登録　２２（１）０５４８号

改修工事対象建物
布野福祉保健センター

　工事設計図

一級建築士登録　１８８７６６号　岡田治幸

ゲートボール場

付近見取図

布野中学校

布野小学校

三次市
布野支所

宮迫木材

布野グループホーム慈照園

↓三次市街

松江市↑

国
道

5
4
号
線 付近見取り拡大図 1 ： 1 5 0 0

付近見取図 1 ： 5 0 0 0

1/5000、1／1500

００

布野福祉保健センター

Ｒ０８．０２．２５

三次市布野町上布野 1 1 0 9 3 － 1

セブンイレブン

布野保健福祉センター空調改修

E



布野保健福祉センター空調設備改修工事

三次市布野町上布野１１０９３－１

布野保健福祉センター ＲＣ耐火 ６項ロ 既存2 2,011.72 1,630.06

変　更　履　歴縮尺

岡田建築設計事務所
一級建築士登録　１８８７６６号 岡田　治幸

有限
会社

広島県三次市畠敷町１１０６番地１ ＴＥＬ（０８２４）６３－４３０６　　ＦＡＸ（０８２４）６３－４３１４

工事名称 図名 設計年月日

図面番号

製　　　　　　図
一級建築士事務所広島県知事登録　２２（１）０５４８号

　工事設計図

一級建築士登録　１８８７６６号　岡田治幸 布野保健福祉センター空調改修

Ａ-００１

機械設備特記仕様書 Ｒ０８．０２．２５

改修一式

施工範囲直下の床面
ビニールシート

天井点検口取付部の天井材について公表資料を確認（築年度1994年）

機　械　設　備　改　修　工　事　特　記　仕　様　書
Ⅰ．工事概要

１．工事名称

２．工事場所

３．建物概要

構　　　造 階　　数 延床面積(㎡) 建築面積(㎡)
消防法施行令別表第一
に よ る 用 途 区 分建　物　名　称 備　　　考

４．工事種目（・印のついたものを適用する。）

建設別及び

屋外工事種目

工　　事　　種　　別

屋　　　外

・消火設備

・換気設備
・排煙設備
・自動制御設備

・給水設備
・衛生器具設備

・排水設備
・給湯設備

・厨房機器設備
・ガス設備
・さく井設備
・浄化槽設備
・昇降機設備
・その他工事

・空気調和設備

方　　　式 設　　　　　　　備　　　　　　　概　　　　　　　要

５．指定部分 ※　なし
※　なし６．概成工期 ・　あり（工事工期より　　　　　　　　日前）

・　あり（工　　期：令和　　年　　月　　日）（対象部分：）

空気調和方式等

・　温風暖房

・　空気調和

・　直接暖房 ・　温水暖房　　　・　

・　全空気方式　　・　ファンコンベクター，ダクト併用方式

・　全空気方式　　・　ファンコイルユニット,ダクト併用方式　　　　・　パッケージ方式

自動制御方式
給水方式
排水方式

給湯方式
消火設備方式

ガス設備方式

・　電気式　　・　電子式　　・　デジタル式　　・　空気式　　・　中央監視制御

建物外の汚水及び雑排水（・　分流式　　・　合流式）
建物内の汚水及び雑排水（・　分流式　　・　合流式）
・　水道直結方式　　・　高置タンク方式　　・　タンクレスブースター方式　　・　

放流先　　　汚　水　　（・　下水道直放流　　・　浄化槽）
雑排水　　（・　下水道直放流　　・　浄化槽　　　・　側溝　　・　別途桝）

・　都市ガス　種別（　　）　　　　　kJ／ｍ3（N）（供給圧力　　Pa）　　・　液化石油ガス

・　局所式　　　　　　　・　中央式

・　スプリンクラー　　（・　湿式　　・　乾式）　　・　不活性ガス消火　　・　泡消化
・　屋内消火栓　　　　（・　湿式　　・　乾式）　　・　連結送水管　　　　・　屋外消火栓

・　粉末消火　　　　　　・　連結散水　　　　　　　・　フード等用簡易自動消火　　　　　　　・消火器

２．特記事項

１．一般事項

Ⅱ．特記仕様書

１．適用基準等
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　工事の着手に先立ち，工事の総合的な計画をまとめた総合施工計画書を作成し，監督職員に提出する。

　工事の施工に先立ち，工種別施工要領書および施工図等を作成し，監督職員の承諾を受ける。施工図等

（ＣＯＲＩＮＳ)
監督職員に提出のこと。

　請負額が５００万円以上の場合は，工事実績情報を登録する。
受注時，変更時及び完成時にあらかじめ監督職員の確認を受け，登録手続きを行い，工事カルテの受領証を

　工事の着手，施工，完成にあたり，関係官公署その他の関係機関への必要な届出手続等を遅滞なく行う。
なお，当該手続きに係わる費用は，受注者の負担とする。

※　本工事に使用する材料の選定及び施工に当たっては，揮発性有機化合物の放散による健康への影響に配慮する。

　規格適合品または同等品，化学物質等製品安全データシート等にホルマリン不使用が明示されたものとする。
※　使用する材料のホルムアルデヒド仕様は，日本産業規格及び日本農林規格のＦ☆☆☆☆規格品，壁装材料協会

※　本工事に使用する機材等は，設計図書に規定するもの，またはこれらと同等のものとする。ただし，これら
と同等のものとする場合は，監督職員の承諾を受けるものとする。

また，設備機材は，設計図書に定める品質及び性能を有することの証明資料又は外部機関等が発行する資料等の

の写しを監督職員に提出して，承諾を受ける。なお，標準仕様書に規定される製作図，試験成績表等を含む。

本工事着手前に機器製作図を提出し，監督職員の承諾を受ける。

本工事着手前に工事目的物及び工事材料等を，本工事完了後引渡し期日まで，火災保険及びその他の保険に
付し，写しを監督職員に提出のこと。

（ア）特別管理産業廃棄物
※　なし　　・　あり　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（イ）特定建設資材廃棄物の再資源化等を行う施設
・　コンクリート　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
・　コンクリート及び鉄から成る建設資材（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
・　木　　　　材　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
・　アスファルトコンクリート　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

建設リサイクル法

（ウ）その他発生材の処分を行う施設

・　コンクリートガラ等の安定型の産業廃棄物（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
・　木くず等の管理型の産業廃棄物　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※　配置する　　・　配置しない

本工事に下記の当該職種別技能士（・　１級　　・　２級）を適用させる。（資格証の写しを提出する）
　・　配管（配管工事）　　・　建築板金（ダクト製作及び取付け）　　・　熱絶縁施工（保温工事）
　・　冷凍空気調和機器施工（チリングユニット，パッケージ形空気調和機の据付及び調整）

　・　別契約の関係請負者が定置したものは無償で使用できる。　　　・　本工事で設置
枠組足場を設ける場合は、「手すり先行工法等に関するガイドライン（厚生労働省平成２１年４月改訂）」による
ものとし、二段手すり及び幅木の機能を有するものでなければならない。

※　設けない　　・　設ける（　　　　　　　　号・・・建築工事仕様書）

本工事に必要な工事用電力，水，及び諸手続等の費用はすべて引渡まで受注者の負担とする。

構内に作ることが　　　※　できる　　　・　できない

・　構外搬出　　　※　構内指示の場所に敷き均し　　　・　構内指示の場所にたい積
建設発生土を場外へ搬出する場合　１建設発生土現場管理者（複数可）を選任し，施工計画書に記載し，提出
する。２ダンプトラック等管理表を，工事着手前に監督員に提出する。　３建設発生土搬出等管理表を，搬出を
行う日毎に作成し，１週間毎の集計表を監督職員に提出する。　４建設発生土は受入地において，搬出先土量を
伝票により管理するとともに，搬出先の土量を確認する。

　施工中に事故が発生した場合には，直ちに監督職員に通報するとともに，別に指示する「事故報告書」を
指示する期日までに監督職員に提出する。

（３）引渡しを要するもの　　　　　　　　　　　　　　　　※　なし　　・　あり（　　　　　　　　　　　）
（４）廃棄物は，「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」等の関係法令を遵守し，場外搬出の上，適切に処分する。

（１）建設リサイクル法の規定に基づく通知義務等の該当　　・　なし　　・　あり（　　　　　　　　　　　）
（２）　冷媒回収費用は（　・　本工事　・　別途工事　）
冷媒の回収にあたっては，「特定製品に係るフロン類の回収及び破壊の実施の確保等に関する法律（フロン回収
破壊法）」に従って行い，監督職員に第一種フロン類回収業者登録通知書の写し，フロン類回収証明書を提出
する。ただし，家庭等のエアコン等で「特定家庭用機器再商品化法（家電リサイクル法）」の対象となっている
ものは，法に従ってリサイクル（フロン類の回収を含む）を行い，監督職員に，特定家庭用機器廃棄物管理票
（家電リサイクル券）の写しを提出する。

・　対象工事
落札が決定した業者は，分別解体等省令で定める様式第１号別表１～３のうち当該工事に該当する別表及び
工程表を作成し，契約締結前に，契約担当者等に説明書を提出するものとする。また，特定建設資材廃棄物の
再資源化等が完了したときは，建設リサイクル法第１８条に基づいて書面により報告すること。
・　対象外工事

※アスベストについては，労働安全衛生法（石綿障害予防規則）・廃棄物処理法等に則り，事前調査を実施し，
調査結果を整理のうえ，監督職員へ報告すること
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※　本工事において下記の項目の総合試運転調整等を行い，報告書を提出する。　　・　別途
総合試運転調整等の項目
・　風量調整　　　　　　　　　　　　　・　水量調整　　　　　・　室内外空気の温湿度測定
・　室内気流及びじんあいの測定　　　　・　騒音の測定　　　　・　初期運転状態の記録
・　末端水栓の水質測定　　　　　　　　・　浄化槽放流水質の測定
・　機器の絶縁抵抗の測定　　　　　　　・　水圧調整
測定箇所は，監督職員の指示による。

(１)機器類の能力，容量等は指示された数値以上とする。
(２)電動機出力，燃料消費量及び圧力損失は，原則として表示された数値以下とする。

一般機器
一般の施設

上層階、屋上及び塔屋
中層階

設置場所

１．０（１．５）
０．６（１．０）
０．４（０．６）
一般水槽

１．５
１．０

１．０
０．６

上層階、屋上及び塔屋

一階及び地下層

重要機器一般機器
特定の施設

重要機器
２．０（２．０）
１．５（１．５）
１．０（１．０）

１．５（２．０）
１．０（１．５）
０．６（１．０）

１．５（２．０）
１．０（１．５）
０．６（１．０）

設計用標準水平震度（Ｋｓ）

一般水槽 重要水槽(飲料用)
２．０
１．５

１．５
１．０

重要水槽(飲料用)

一階及び地下層、中層階

注（１）設置場所の区分は標準仕様書による。　注（２）（　）内の数値は防震支持の機器の場合に適用する。
（３）本工事の施設は（・　一般の施設　・　特定の施設）とする。
（４）地域係数は１．０とする。
（５）１００ｋｇ以下の軽量な機器（標準仕様書の適用を受けるものは除く）においても耐震を考慮し，据付又
　は取付を行うものとするが，前記指針の方法によらなくてもよい。
（６）昇降機のつり合おもりブロックの脱落防止は，十分な強度を有する方法で固定し，水平鉛直方向の地震力
に対して，つり合おもりが枠から脱落しないようにした構造とすること。

　特記されていない弁等のサイズは，機器付属品を除き接続配管のサイズと同じとする。

本工事では環境配慮の観点から，原則としてＥＭケーブルを使用するものとする。なお，
電気設備工事編標準仕様書第６編通信・情報設備工事による。

　対象配管系統　　・　冷温水　　・　冷却水　　・　消火（水用）　　・　油　　・　ガス
　検査の種類　　　・　浸透探傷検査（ＰＴ）又は磁粉探傷検査（ＭＴ）　　・　放射線浸透検査（ＲＴ）

　既存のコンクリート部の床，壁の配管貫通部等の穴明けは原則としてダイヤモンドカッターによる。

（１）ポンプ・屋外機器のアンカーボルトのナット及び屋外の配管・ダクトに使用する支持金物はステンレス製
（ＳＵＳ３０４）とし，ポンプ・屋外機器のアンカーボルトのナットにはナットキャップ（樹脂製）を取り付ける。
（２）振動を伴う機器の支持金物のナットはダブルナットとする。
（３）冷水及び冷温水管の吊バンド等の支持部は、合成樹脂製の支持受けを使用する。

（　　　　　　　　　）

・　アルミガラスクロス　　　・　
・　アルミガラスクロス　　　・　
・　アルミガラスクロス　　　・　
・　カラー亜鉛鉄板　　　　　・　
・　アルミガラスクロス
・　ステンレス鋼板

居室・廊下など

倉庫・書庫
各階機械室
主機械室

屋
内
露
出

屋内隠ぺい，ＰＳ内
屋外露出，多湿箇所

主機械室：
・　主機械室は下記の室とし，他は各階機械室とする。

・　ダクトの保温の外装は下記による。内装は（・　ロックウール　・　グラスウール）

屋
内
露
出

（　　　　　　　　　）

倉庫・書庫
各階機械室
主機械室
居室・廊下など

・　アルミガラスクロス　　　・　
・　アルミガラスクロス　　　・　
・　アルミガラスクロス　　　・　

・　ステンレス鋼板 ・着色アスファルトプライマー
・

・　アルミガラスクロス
・　合成樹脂製カバー　　　　・　

屋外露出，多湿箇所
・　アスファルトプライマー

屋内隠ぺい，ＰＳ内

・　配管の保湿の外装は下記による。内装は（・ロックウール　・グラスウール　・ポリスチレンフォーム）

（１）下記部位に使用する，外面めっき電線管の露出配管には塗装を施す。
※　屋外露出　　　　※　居室　　　
（２）保温を行わない居室・便所・給湯室及び屋外の露出配管（鋼管）には塗装を行う。

土中埋設の鋼管（ステンレス鋼管及び外面被覆鋼管は除く）及び金属製継手類（砲金製弁・継手を含む）
にはペトロラタム系防食テープ及びプラスチックテープによる防食処理を行う。（埋設配管は原則として，
防食処理不要の管材とする。）

切取り面にその箇所の土質に見合った勾配を保って掘削できる場合を除き，掘削の深さが１．５ｍを超える場合
には，山留めを行うものとする。

　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の建築工事標準仕様書２２章（舗装工事）による。

　図面に特記なき場合は，表「工事区分表」による。

　再使用する機器類は現場内で可能な洗剤による水洗等の清掃を行う。

　建物内での火気の使用は原則として行わない。

　・下記によるほか、改修標準仕様書第１編１．５．１及び１．５．２による。
・施工計画調査
調査項目（・　　　・　　　） ・事前調査

調査範囲（・　　　・　　　）
調査方法（・　　　・　　　）

既設インサート及びアンカーボルトを　※使用しない　　　・使用する

（１）あと施工アンカー　　※接着系アンカー　（接着剤は有機系とする）
※金属拡張系アンカー　　（※本体打込み式　）
（２）試験等　　　　性能確認試験　　※行わない　　　　・行う
施工確認　　　　※行う　　　　　　・行わない

別添の施工条件明示書による。

省エネ法の特定機器の対象となる機器はJIS C 4034-30:2011のIE3（プレミアム効率）に相当する機器を
導入すること。

１．工事用電力、水、
その他

２．養生

仮　

設　

工　

事

空　
　

気　
　

調　
　

和　
　

設　
　

備

１．設計温湿度

３．煙　突

９．防煙ダンパ

８．チャンバ

７．風量測定口

６．長方形ダクトの工法

５．ダクトの区分

４．煙　道

２．ばい煙濃度計

夏期
温度(DB) 湿度(RH) 湿度(RH)温度(DB) 湿度(RH)温度(DB)湿度(RH)温度(DB)

一　般　系　統
外　　　　　気

コンピューター室系統
屋内（調整目標値）

４５％２４℃％℃４０％２２℃６９．２％－２．０℃冬季

30.6℃( 9時)

31.8℃(16時)
32.6℃(14時)
32.4℃(12時)

57.8％(14時)
61.0％(16時)

60.2％(12時)
65.5％( 9時)

４５％２４℃％℃４５％２６℃

取付け場所は図示による。取付面は監督職員の指示による。

・　アングルフランジ工法　　　　　・　コーナーボルト工法　（　・　共板　　・　スライド）

低圧とする（高圧１及び高圧２の部位は図示による。）

取付箇所は図示による。
※　別途　　　　　　　　　・　本工事（鋼板厚　　　㎜、高さ　　　ｍ以上）

(１)復帰方式　　　※　遠隔式（電気式（定格入力ＤＣ２４Ｖ，０．７Ａ以下）
(２)復帰動作　　　※　順送り

(１)内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。
(２)空気調和機に取付けるサプライチャンバー及びレタンチャンバーで消音内貼りしたチャンバーには，
点検口を設ける。なお点検口の大きさは図示による。
(３)外壁に面するガラリに直接取り付けるチャンバー及びホッパーは雨水の滞留のないように施工する。

※　煙道径３００ｍｍ以下は鋼板厚３．２ｍｍ，３００ｍｍを超えるものは４．５ｍｍとする。・　図示による。
　（煙道径が４００ｍｍを超えるものには，掃除口に蝶番を取り付ける。）

給　
　
　
　
　

水　
　

　
　
　

設　
　
　

　
　

備

１．量水器 (１)親メーター　　　※　措用　　　・　買取り　　　（隔測メーター　・　有　　・　無）　
(２)子メーター　　　※　買取り　　　　　　　　　　（隔測メーター　・　有　　・　無）

３．配管材料

２．量水器桝

・

(１)一般用　
　・　ステンレス鋼管（ＳＵＳ３０４）
　・　塩ビライニング鋼管（・ＶＡ　・ＶＢ）
・　ポリ粉体鋼管（・ＰＡ　・ＰＢ）
・
(２)土間配管用（厨房，浴室等のシンダー内含む）　　
・　ステンレス鋼管（ＳＵＳ３１６）
・　塩ビライニング鋼管（ＶＤ）
・　ポリ粉体ライニング鋼管（ＰＤ）
・

(３)屋外土中用
・　ステンレス鋼管（ＳＵＳ３１６）
・　塩ビライニング鋼管（ＶＤ）
・　ポリ粉体鋼管（ＰＤ）
・　水道用硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）
・　　　　　　　〃　　　　　　（ＨＩＶＰ）
・　ポリエチレン管
・　水道用ゴム輪形硬質ポリ塩化ビニル管

湯沸室，台所，厨房用水栓は泡沫式とする。 耐寒水栓はＪＷＷＡの認証品とする。

５．弁　類

６．給水栓

７．埋設深さ

８．保　温

(１)水道直結部分　※　ＪＩＳ又はＪＶ１０Ｋ　　・　水道事業所の規定による　　Ｋ
(２)その他の部分　※　ＪＩＳ又はＪＶ５Ｋ　　　・　ＪＩＳ又はＪＶ１０Ｋ
ステンレス鋼管に取り付ける弁類は、ステンレス製とする。

(１)一般敷地内（　　　　　ｍ以上）　　　　　　　(２)敷地内車両道路（　　　　　ｍ以上）
(３)公道部分（　※　水道事業者及び道路管理者規定による　）

(１)量水器桝内の保温を行う。
(２)屋外露出配管（弁フランジを含む）は，標準仕様書第２編（表２．３．６　ｅ２・（ハ））とし
厚さは呼び径２５ｍｍ以下は５０ｍｍ，呼び径３２ｍｍ以上は４０ｍｍとする。

化粧ケーシング（　・　アルミ合金製　　・　合成樹脂製　）４．不凍水栓柱

本工事に　　　※　含む（水道事業者管理用以外の弁操作用）　　　・　含まない９．埋設弁開閉用ハンドル

10．水道加入金等 水道加入金　　　・　要（　・　本工事　　　・　別途　）　　　・　不要
・　その他（　　　　　　　　　　）　

11．ステンレス管の接合

方法

(１）呼び径６０ＳＵ以下　ＳＡＳ３２２（一般配管用ステンレス鋼管の管継手性能基準）を満足した継手に
よる接合（２）呼び径７５ＳＵ以上　　・　溶接接合　　・　ハウジング形管継手による接合　　
・　フランジ接合

給水管の最小口径は２０ｍｍとする。ただし，器具接続部分を除く。12．その他

(５)通気管
・　配管用炭素鋼鋼管（白）
・　硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）
・

(６)ポンプアップ排水管
・　ポリ粉体鋼管（ＰＤ）

・

(４)土間配管用
・　排水用塩ビライニング鋼管
・

１．配管材料 (１)屋内汚水管
・　排水用塩ビライニング鋼管
・　鉛管
・

(２)屋内雑排水管
・　配管用炭素鋼鋼管（白）
・　排水用塩ビライニング鋼管
・

(３)屋外土中汚水，雑排水管
・　硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）
・　硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＵ）
・　排水用リサイクル硬質ポリ塩化
　　ビニル管　　（ＲＥＰ－ＶＵ）

台所流し等の床上露出部分の排水管は、硬質ポリ塩化ビニル管でもよい。

排　
　

水　
　

設　
　

備

衛　

生　

器　

具　

設　

備

５．自動水栓

※　手洗なし　　　　　　・　手洗付

個別感知方式とする。（　・　小便器一体型　　・　小便器分離型）

・　洗浄タンク方式　　　・　洗浄弁方式（不凍結節水弁付）

※　電源供給方式（　※　ＡＣ１００Ｖ）　　　・　乾電池　　　・自己給電

固定こま式（節水こま式）とする。

・　瞬間式　　　　　　　・　貯湯式

設ける（ピット内を除く）

２．便器洗浄用タンク

３．小便器自動洗浄

４．器具付属水栓

１．大便器洗浄弁

７．大便器耐火カバー

６．温水洗浄便座加熱方式

自
動
制
御
設
備

１．中央監視制御 中央監視制御装置の構成機能は別紙による。

（１）屋外・屋内露出の配線は，図面に特記のない限り金属管配線とする。
（２）天井内隠ぺいの配線は，図示に特記がなければケーブル配線とする。

２．計装工事の配線

排　

煙　

設　

備 建築設協定期検査業務指導書（（財）日本建築設備・昇降機センター）の排煙風量の検査方式に準ずる。４．排煙風量測定方式

１．ダクト ・　亜鉛鉄板製　　　・　鋼板製（１．６ｍｍ以上）

２．排煙口の形式 ・　可動羽根（スリット共）　　　・　可動パネル

・　ワイヤー式　　　　　　　　　・　電気式（遠隔操作機能　　・　要　　・　不要）３．排煙口開放装置

換　

気　

設　

備

１．準拠事項 ［　空気調和　・　冷房　・　暖房設備　］の当該事項に準ずる。

 ※　亜鉛鉄板　・　ステンレス鋼版（ＳＵＳ３０４）（板厚は高圧ダクトによる）

４. 厨房用排気ダクト工法　※　アングルフランジ工法　　　・　コーナーボルト工法（共板フランジ又はスライドオンフランジ）

※　別途　　　・　本工事　　　　・　既設
　・　５　・　６　・　７　・　８　・　９　・　１８　・　１９　・　２１

２．開放形湯沸器排気ﾌｰﾄ

５．厨房用排気フード

３．厨房用排気ダクト

(１)フード周囲の天幕（フード面から天井面まで）　　　　※　取り付ける　　　　　　・　取り付けない
(２)フードコック　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※　取り付ける　　　　　　・　取り付けない
(３)材質（天幕とも）　　　　　　　　　　　※　ステンレス鋼板（ＳＵＳ４３０又はＳＵＳ３０４）

次の系統のダクトのシールは，標準図（施工４５，４６）のＮシール＋Ａシール＋Ｂシールとし，
水抜き管を設ける。（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

６．多湿箇所の排気ﾀﾞｸﾄ

空　

気　

調　

和　

設　

備

13．温度計

15．オイルタンク

※　標準仕様書，標準図による他，図示した箇所に取り付ける。（配管用はＬ形，ダクト用は円形）
・　空気調和機，温風暖房機まわりの給気ダクト，還気ダクト及び外気ダクト
・　冷温水ヘッダー（往）及び冷温水ヘッダーの各還り管
・　パッケージ形空気調和機の冷却水及び温水の出入口

※　着脱可能形（※　全数　・　図示による）
　　着脱可能形の場合，その指示部（・　４０Ａ用　　個　　・　１００Ａ用　　個　　・　２５０Ａ用　　個）
を付属する。
・　固定形（止水コック付）　　・　測定用タッピング（３２ｍｍピトー管流量計用）

14．瞬間流量計

（１）オイルタンク本体は図示による。
（２）遠隔油用指示計　　　※　取付ける　　　・　取付けない
（３）計量尺は，青銅製，黄銅製又はアルミ製とし，１００リットル実測目盛刻印とする。計量口は錠付とする。

図示の箇所に取付ける（熱源機器等）。16．積算油量計

標準図（機材　６　）による。
・　単独形　　　　　・　共用形（　・　　ローリーアース付）

17．注油口及び指示ﾎﾞｯｸｽ

（１）施工箇所は図示による。
（２）内貼りチャンバー類の寸法表示は，外形寸法とする。
（３）吹出口に接続するチャンバーの消音内貼りは別図による。

18．消音内貼り

(１)地震感知器の配管配線　　　　　※　別途　　　・　本工事
(２)防煙ダンパと連動制御器迄の配管配線及び連動制御盤から煙感知器迄の配線配管は
※　別途　　　・　本工事

20．電気工事の範囲

（１）屋内露出裸ダクトの塗装（居室を除く）は　　※　行わない　　・　行う
（２）屋内露出冷却水配管の塗装（居室は除く）は　※　行わない　　・　行う

21.塗装

12．鋼管用伸縮管継手 ※　ベローズ形　　　　　　・　スリーブ形

※　ＪＩＳ又はＪＶ５Ｋ　　　　　　・　ＪＩＳ又はＪＶ１０Ｋ
ステンレス鋼管に取り付ける弁類は、ステンレス製とする。

11．弁　類

10．配管材料17．総合試運転調整等

18．容量等の表示

19．耐震措置

20．弁等のサイズ

21．電線類

22．溶接部の非破壊検査

23．はつり

24．支持及び固定

25．支持金物・固定金具

26．埋戻し土・盛土

27．地中埋設標及び埋設
表示用テープ

28．保　温

29．塗　装

30．防食処理

31．山留め

32．舗装工事

33．他工事との取り合い

34.再使用品の清掃

35.火気の使用

36.室内空気中の化学物質
の濃度測定

37.施工調査

38.アスベスト

39.あと施工アンカー

40.既設インサート
及びアンカーボルト

41.広島県ﾘｻｲｸﾙ製品利用
促進について

42.施工条件

43.三相誘導電動機

厨
房
機
器
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備
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消　
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備
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備

昇
降
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解
体
工
事

１．配管材料
※　配管用炭素鋼鋼管（白）　　　※　ポリエチレン被覆鋼管　　　

２．都市ガス

３．液化石油ガス

２．排水桝

・ＦＲＰ製（　　　　Ｌ）　・ＳＵＳ製（　　　　Ｌ）　　詳細は図示。３．グリース阻集器

※　再生クラッシャーラン

４．満水試験継手

５．試　験

６．放流負担金等 ・　不要　　　・　要（　・　別途工事　　　・　本工事　）

７．基礎材

(１)一般 (２)地中埋設部

図示の箇所に取付け，満水試験を行うこと。

・　ガス事業者の規定による　　　・　ガス事業者の規定による
・　　　　　　　　　　　　　　　・　ガス用ポリエチレン管
・　　　　　　　　　　　　　　　・　

１．厨房機器類

１．配管材料

１．配管材料

２．屋内消火栓種別

・　ＪＩＳ１０Ｋ　　　　　・　ＪＩＳ２０Ｋ３．消火栓開閉弁

４．保　温

５．消火器類

５．埋設深さ

６．その他 配管工事は，原則としてガス供給事業者の責任施工とする。　　　供給事業者名（　　　　　　　　　　　　　）

４．ガス漏れ警報器

・　易操作性１号消火栓　　・　２号消火栓　　・　広範囲型２号消火栓

１.　方式　用途 方式（　・ロープ式　　・油圧式　　・　　　　　　　　　）

・　衛生器具などの取付完了後，排水試験又は通水試験を行う。
・　衛生器具などの取付完了後，煙試験を行う。

・　ステンレス鋼管（ＳＵＳ３０４）　・　耐熱性ライニング鋼管　　・　銅管　　・　被覆銅管
・　保温付被覆銅管 ＜膨張管及び補給水タンクよりボイラー等への補給水管を含む。＞

５．ステンレス管の接合
方法

(１)一　般
・　配管用炭素鋼鋼管（白）
・　圧力配管用炭素鋼鋼管（Ｓｃｈ４０）

(３)二酸化炭素用
・　圧力配管用炭素鋼鋼管（継目無管）（Ｓｃｈ８０）

(１)消火器　　　　種別　・　数量　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(２)消火器収納箱　仕様　・　材質 ・ 数量（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（１）図示による（材質などは標準仕様書による）。ただし，寸法は参考とする。
（２）厨房機器据付要領は，標準図施工７４による。

(１)ガスメーター
親メーターはガス事業者の設置，子メーターは本工事
(２)引込み負担金　　　・　不要　　　・　要（　・　別途工事　　　・　本工事　）

図示の場所に取付ける　　（　・　分離形　　　・　一体形　）　　　・　別途電気工事
外部出力端子　　　　　　（　・　あり　　　　・　なし　　）

(１)一般敷地内（　　　　ｍ以上）　　　(２)敷地内車両道路（　　　　ｍ以上）
(３)公道（ガス供給事業者及び道路管理者規定による）

２．弁　類 給水設備の当該事項による。

厚さ０．５ｍｍ以上のステンレス鋼板製とする。３．湯沸器の排気筒

４．保　温 湯沸器の給排気筒（二重管）のいんぺい部保温を行う。標準仕様書第２編３．
１．５表２．３．５の（ｈ・(ｲ）・Ｘ）

(１)呼び径６０ＳＵ以下　ＳＡＳ３２２（一般配管用ステンレス鋼管の管継手性能基準）を満足した継手
による接合（２）呼び径７５ＳＵ以上　　・　溶接接合　　・　ハウジング形管継手による接合　　
・　フランジ接合

(１)ガスボンベ　　※　借用　　　・　買い取り　　（ ・ １０ｋｇ　・ ２０ｋｇ　・ ５０ｋｇ　　　　本 ）
(２)ガスメーター　親メーターはガス事業者の設置，子メーターは本工事とする。
(３)集合装置　　　・　標準図（施工７２）による（　　　　本組）
(４)転倒防止等　　・　標準図（施工７３）　{・（ａ）　・（ｂ）}　・　ボルト，チェーン等は
ＳＵＳ製とする。・　容器固定具をＧＬ＋３００に追加設置する。

積載量（　　　　　　　kg）定員（　　　　　人）

１． 特記事項

※建物一式のとりこわし
工事に適用とし，機器
等の改修工事は適用外

①施工計画書には，産業廃棄物処理計画を記載するとともに，解体施工前に事前調査を行い，その結果を
「指定様式２－１建設副産物処理表（施工前調査表）」としてあらかじめ監督職員に提出すること
②撤去品の一切については，有害物質等の含有又は含有の可能性の有無について改めて調査を行い，その結果を
「指定様式２－２　建設副産物処理表（撤去品調査後）」として監督職員に提出すること
③上記②により新たな有害物質等の含有又は含有の可能性がある撤去品を確認した場合には，速やかに監督職員
と協議するとともに，産業廃棄物処理計画の変更を行い，監督職員の確認を得た上で処理・処分すること
④撤去品の取扱いについては，関係法令等に従い適切な処理・処分を行うとともに，その結果を
「指定様式２－３建設副産物処理表（最終）」として監督職員に提出すること

６． 無償保守期間 ・　あり　　（　　　　ヶ月）　　　　※　なし　　

５． 工場検査予定 ※　あり　　　　・　なし　　

・　地震　　　　　　・　火災　　　　　　・　停電　　　　　　　・　冠水　　　　　　　・　自家発４． 管制運転

３.　速度（m/分）　
停止箇所

速度（　　　　　　　　m/分）　　　　　　　　　　停止箇所（　　　　　　　　箇所停止）

２.　積載量（kg）
　定員（人）

用途（　・一般乗用　　・車いす用　　・荷物用　　・　　　　）

表１「完成書類」　本工事終了後下記の書類を提出すること。

名　　　称 完　　成　　書　　類 部数 名　　　称 完　　成　　書　　類 部数

１　完成調書

　

１部

２部

１部

２枚
ＣＤ

　Ａ３版二つ折り
白焼縮小製本

　②機材材質証明書
　①機器別完成図

　③機材検査成績書

　⑤工場立会検査成績書
　④工場試験成績書

　⑥現場据付試験成績書
　⑦総合試運転成績書

　　（電子データ） PDF形式
JWW又はDXF形式CADデータ及び

Ａ４版：製本

２　完成図（縮小）

３　完成図・施工図

４　機器完成図

５　取扱説明書

　②機器別取扱説明書
　①保守に関する案内書

　③緊急連絡先一覧
　④各種保証書

Ａ４版：製本 １部

Ａ４版：チューブ式ファイル６　管理の手引き
　①工事概要書
　②機器完成図
　③機器別取扱説明書
　④保守に関する案内書
　⑤緊急連絡先一覧表

７　工事写真
　①施工写真

　②完成写真

Ａ４版：チューブ式ファイル
（着手前，施工状況，完成の各写真）

Ａ４版：ペーパーファイル
　　　完成届に添付

１部

１部Ａ４版：チューブ式ファイル８　工事に関する書類
　①施工計画書
　②施工要領書

　③承諾書・確認書
　④協議書
　⑤打合せ議事録

　⑦安全に関する書類
　⑥工事週報又は日報

　⑧廃棄物管理票の写し

　

９ 工事に関する承諾
確認書

　

注記：機器及びシステム参考図について
本図面中で，機器又はシステムの品質・グレードを規定する目的で，対象品の寸法形状，
諸元及びシステム構成等を参考図として記載している。
これらのものについては，その品質・性能が図面と同等品もしくはそれ以上のものを使用
するものとする。

19．保　温

(５）膨張管，空気抜き管，膨張タンクよりボイラ等への給水管
※　配管用炭素鋼鋼管（白）　　　　　　　・　
(６）空調用排水管　　　　　　　※　配管用炭素鋼鋼管（白）　　　　　　・　結露防止層付硬質塩化ビニル管
(７）冷媒管　　　　　　　　　　※　断熱材被覆銅管　　　　　　　　　  ・　銅管　　　

　うち１部は施設保管

※必要に応じて

※必要に応じて

※変更工事が発生した場合

２部工事完成引渡要書

・　営繕工事写真撮影要領（国土交通省大臣官房庁営繕部監修　最新版）

７．設備概要　（ ・ 印のついたものは，主要方式を示す）

（１）特記仕様書及び図面に記載されていない事項は，すべて「国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書
（機械設備工事編，最新版），公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編，最新版）」（以下「標準仕様書」という。），
同部設備・環境課監修の「公共建築設備工事標準図（機械設備工事編，最新版）」（以下「標準図」とい
う。）による。

（２）電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合，電気設備工事及び建築工事はそれぞれの工事仕様書を適用する。なお，
　電気設備工事の工事仕様書は（　／　）図，建築工事の工事仕様書は（　／　）図による。

（１）項目は番号に・印の付いたものを適用する。
（２）特記事項は，・印の付いたものを適用する。・印の付かない場合は，※印の付いたものを適用する。
・印と※印の付いた場合は，共に適用するものとする。

項　章 特　　　記　　　事　　　項

　　及び工事写真撮影ガイドブック＜機械設備工事編＞　（国土交通省大臣官房庁営繕部監修　最新版）

２．機　材　等

３．機材の品質・性能証明

４．保　険

５．施工計画書および

６．工事実績情報の登録

７.手続

８．事故報告

９．電気保安技術者

10．技能士の適用

11．足場等

12．監督職員事務所

13.工事用電力,水,その他

14．工事用仮設物

15．残土処理

16．発生材の処理

・　認定品利用対策工事として次の認定製品を使用すること。
（使用製品名：　　　　　　　　　　　　　　　使用場所：　　　　　　　　　　　　　　）　
※　認定製品使用対象外工事だが、利用の促進に努めること。

養生範囲（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
養生方法（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

アスベストについては、労働安全衛生法（石綿障害予防規則）・廃棄物処理法等に則り処理を行うこと。
アスベスト使用状況（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

機器，配管，ダクト等は耐震を考慮し堅固に据え付け，取付け又は支持を行う。
耐震措置の計算及び施工方法は，次に揚げる事項以外すべて建築設備耐震設計・施工指針
（国土交通省国土技術政策総合研究所・独立法人建築研究所監修２０１４年版）による。

（１）標準仕様書以外の天吊り機器の支持は，標準仕様書第３編２．１．１３（ｂ）に準ずる。
（２）横走り主ダクト・主管の振れ止めは端部も行うこと。

図面に特記のない場合は下記によるほか標準仕様書第２編による。ただし，各工事種目で別に指定された
ものは除く
・　根切り土の中の良質土（ただしヒューム管以外の管の周囲は山砂の類）　・　山砂の類

　地中埋設標及び埋設用テープは，下記により屋外埋設部分に布設する。なお，地中埋設標の設置場所は
図示によるほか，屋外埋設管の分岐及び曲がり部に設置する。
(１)給水管　　・　地中埋設標　　・　埋設用表示テープ
(２)ガス管　　・　地中埋設標　　・　埋設用表示テープ
(３)油　管　　・　地中埋設標　　・　埋設用表示テープ
(４)消火管　　・　地中埋設標　　・　埋設用表示テープ

室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレンの濃度を測定し，監督職員に
報告すること。測定はパッシブ型採取機器により行う。
測定対象室（　　　　　　　　　　　　　）、測定箇所数（　　　　　　　　　　　　　）

本工事に必要な工事用電力、水などの費用、及び官公署等への諸手続きなどの費用は、請負者の負担とする。
既設コンセントの使用　　※　不可　　・　可　
既設給水栓の使用　　　　※　不可　　・　可

(１)親メーター用　　※　水道事業者の指定品　　　・　標準図（機材５７）
(２)子メーター用　　※　標準図（機材５７）　　　・　水道事業者の指定品

(１)屋内（　※　一般水栓　・　耐寒水栓　）　　　　　(２)屋外（　※　耐寒水栓　・　一般水栓　）

(１）冷温水管　　　　　　　　　※　配管用炭素鋼鋼管（白）　　　　　　　・　
(２）冷却水管　　　　　　　　　※　配管用炭素鋼鋼管（白）　　　　　　　・　
(３）蒸気管（給気管）　　　　　※　配管用炭素鋼鋼管（黒）　　　　　　　・　
　（還水管）　　　　 ※　圧力配管用炭素鋼鋼管（Ｓｃｈ４０）　　
(４）油管，油用通気管（一般）　※　配管用炭素鋼鋼管（黒）　　　　　　　・　
　（土中）　※　ポリエチレン被覆鋼管　　　　　　　　

・　桝リストは図面番号（　　　　）
(１)材料　　　・　ＲＣ　　　・　硬質塩化ビニル　　　・　ポリプロピレン　　　・　ＳＣ
(２)ふた　　　 ・鋳鉄製（　・　ＭＨＡ　　・　ＭＨＢ　　・　Ｔ８Ａ　　　  ）
・樹脂製
※ 県マーク，流体名入りおよび樹脂製ふたは原則としてＳＵＳチェーン付
(３)規格 ・　日本下水道協会（ＪＳＷＡＳ）　　・　プラスチック・マスマンホール協会（ＰＭＭＳ）
・　市町村別基準（　・　有　　・　無　）

(２)地中埋設部
・　外面被覆鋼管（ＳＧＰ－ＶＳ）
・　ポリエチレン被覆鋼管（ＳＧＰ－ＰＳ）
・　外面被覆鋼管（ＳＴＰＧ－３７０ＶＳ）
・　ポリエチレン被覆鋼管（ＳＴＰＧ－３７０ＰＳ）

(１)屋外露出管については給水管に準ずる。
(２)充水タンクの保温　　　　　　　　　　　　・　施工しない　・　施工する
(３)消火配管の保温　　　　屋内消火栓　　　　・　施工しない　・　施工する
スプリンクラー　　・　施工しない　・　施工する

(１)建物内の空気抜き管の保温は空気抜き弁までとし（空気抜き弁も含む），仕様は冷温水管の項による。
(２)屋外露出配管の保温は，給水設備の項による。
(３)外気取り入れダクト及びチャンバーボックスの保温　　※　要（全熱交換器の給気ダクトを含む）・　不要
(４)排気ダクトの外壁開放部より１ｍ程度保温する。（チャンバーボックスを含む）
(５)冷媒管（断熱材被覆銅管）の保温外装
屋内露出部　　　・　保温化粧ケース（樹脂製）　　　・　外装なし　　　・　　　　
屋外　　　　　　・　保温化粧ケース（樹脂製）    　・　　　
(６)高圧蒸気管及びヘッダーの保温厚は　　　　　ｍｍとする。



　工事設計図

一級建築士登録　１８８７６６号　岡田治幸 布野保健福祉センター空調改修 no　scale

ＡＣ-１０

Ｒ０８．０２．２５更新空調設備　機器リスト２

機器番号
φ Ｖ ＫＷ

機　器　名　称 仕　　　　　　様 台　数

電　動　機

設　置　場　所

更　新　空　調　機　器　表　－　２

２００

２００

２００１

圧 縮 機：

空冷ヒートポンプパッケージエアコン

送 風 機：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(外）

送 風 機：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(内）

形　　式：　天井埋込カセット形（２方向吹出しタイプ）

（参考機種）

(ペ　ア）

１

１

ＰＡＣ－５ 冷房能力：　４．０　　　ＫＷ

暖房能力：　４．５　　　ＫＷ

定格消費電力(冷房)：　０．９７　ＫＷ

定格消費電力(暖房)：　１．１０　ＫＷ

０．７１

０．０５０

０．０４６

ＳＳＲＧ４５ＣＶ（ダイキン）

４

１階　男子便所

１階　女子便所

ＲＡＣ－１

１ １００圧 縮 機：

ルームエアコン

（参考機種）

形　　式：　壁掛け型

冷房能力：　２．２　　　ＫＷ

暖房能力：　２．５　　　ＫＷ

定格消費電力(冷房)：　０．４２５　ＫＷ

定格消費電力(暖房)：　０．４６０　ＫＷ

０．６００

１

Ｓ２２４ＡＴＧＳ－Ｗ（ダイキン）

１階厨房用　事務室

１ １００圧 縮 機：

ルームエアコン

（参考機種）

１

ＲＡＣ－２

形　　式：　天井埋込カセット型（１方向吹出タイプ）

冷房能力：　２．８　　　ＫＷ

暖房能力：　４．０　　　ＫＷ

定格消費電力(冷房)：　０．７３０　ＫＷ

定格消費電力(暖房)：　１．０９０　ＫＷ

０．７５０

Ｓ２８ＺＣＶ（ダイキン）

１階生活援助員室

【特　記　事　項】

１．パッケージエアコン及び全熱交換器はメーカ仕様とする。

３．ルームエアコンの能力及び消費電力は、ＪＩＳ　Ｃ　９６１２に規定された定格条件

５．冷媒能力２８．０Ｋｗ以下の機器はグリーン購入法適合品とする。

７．電源線、操作線はメーカー標準品とし、冷媒配管に共巻きする。

９．全熱交換器の全熱交換効率は、ＪＩＳ　Ｂ　８６２８に規定された試験方法による。

２．ビル用マルチエアコン（パッケージエアコンディショナ空冷式）の能力及び消費電力は、ＪＩＳ　Ｂ　８６１６に規定された定格条件

６．パッケージエアコンの屋外機への１次電源送りは電気工事とし、屋内～屋外機の操作線及び電源線はは本工事とする。

８．防火区画及び防火上主要間仕切りの貫通部(図示部分)は、建築基準法施工令第１２９条の２の５及び告示第１４２２号に準拠して施工する。

10．全熱交換器のコントロールスイッチは電気工事へ支給するものとしスイッチボックス、配管、配線及び取付は電気工事とする。

11．換気扇類のスイッチ工事については、スイッチボックス、配管、配線及び取付は電気工事とする。

12．パッケージエアコンのリモコン工事については、スイッチボックス、配管は電気工事にて行い配線及び取付は本工事とする。

４．使用する冷媒はＲ３２とする。

１階　相談室－１

　　　　　　液晶リモコン(×3)・ワイドパネル（参考：KDB53C160F）（×２）相談室-1

付 属 品：　防雪フード・樹脂架台（ﾌﾟﾗﾛｯｸ)・化粧パネル・ワイヤレスリモコン

付 属 品：　防雪フード・高置架台(500H)・転倒防止金具・ワイヤレスリモコン

　　　　　　転倒防止金具

付 属 品：　防雪フード・高置架台(500H)(×2)・壁面ﾌﾞﾗｹｯﾄ架台(×2)・転倒防止金具・化粧パネル

変　更　履　歴縮尺

岡田建築設計事務所
一級建築士登録　１８８７６６号 岡田　治幸

有限
会社

広島県三次市畠敷町１１０６番地１ ＴＥＬ（０８２４）６３－４３０６　　ＦＡＸ（０８２４）６３－４３１４

工事名称 図名 設計年月日

図面番号

製　　　　　　図
一級建築士事務所広島県知事登録　２２（１）０５４８号



　工事設計図

一級建築士登録　１８８７６６号　岡田治幸 布野保健福祉センター空調改修

ＡＣ-０１

1/150既設空調設備　１階平面図 Ｒ０８．０２．２５

冷媒管リスト

番　号 冷媒管サイズ　(液・ガス）

①

②

③

④

⑤

１２．７φ×２５．４φ

６．４φ×９．５φ

６．４φ×１２．７φ

９．５φ×１５．９φ

９．５φ×１９．１φ

９．５φ×２２．２φ

⑥

※特記なき冷温水管及びドレン管は２０Ａとする。

工事範囲外

工事範囲外
工事範囲外
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ＡＣ-０３

Ｒ０８．０２．２５

機器番号
φ Ｖ ＫＷ

機　器　名　称 仕　　　　　　様 台　数

電　動　機

設　置　場　所

既　設　空　調　機　器　リ　ス　ト

ＦＣ－１
ファンコイルユニット カセット型　　　２００型

冷房能力：1350kcal／h　　暖房能力：1600kcal／h　　水量：4.5l/min

５ １ １００ ０．０４６

ファンコイルユニット ５ １ １００

ファンコイルユニット １ １００

ファンコイルユニット １ １００

ファンコイルユニット １ １００

ファンコイルユニット １ １００

ファンコイルユニット １ １００

ファンコイルユニット １ １００

ＦＣ－２

ＦＣ－３

ＦＣ－４

ＦＣ－５

ＦＣ－６

ＦＣ－７

ＦＣ－８

カセット型　　　３００型

カセット型　　　４００型

カセット型　　　６００型

カセット型　　　８００型

天井埋込型　　　４００型

天井埋込高静圧型　　　２０３型

天井埋込高静圧型　　　２０２型

冷房能力：1900kcal／h　　暖房能力：2410kcal／h　　水量：6.0l/min

冷房能力：2970kcal／h　　暖房能力：3900kcal／h　　水量：11.0l/min

冷房能力：4130kcal／h　　暖房能力：5600kcal／h　　水量：20.0l/min

冷房能力：5620kcal／h　　暖房能力：6610kcal／h　　水量：19.0l/min

冷房能力：2970kcal／h　　暖房能力：3900kcal／h　　水量：11.0l/min

冷房能力：5210kcal／h　　暖房能力：4570kcal／h　　水量：17.5l/min

冷房能力：4280kcal／h　　暖房能力：4220kcal／h　　水量：14.5l/min

６

13

３

２

４

10

０．０６１

０．０６６

０．０９４

０．１３４

０．０５８

０．２０６

０．２１４

ＡＣ－１

ルームエアコン 形　　式：　天井カセット形

冷房能力：　2.4～4.6　　　ＫＷ

暖房能力：　2.4～7.0　　　ＫＷ

２００

２００

２００１

圧 縮 機：

送 風 機：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(外）

送 風 機：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(内）

１ １．１

１ ０．０５０

０．０２２

３

ルームエアコン 形　　式：　天井カセット形

２００

２００

２００１

圧 縮 機：

送 風 機：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(外）

送 風 機：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(内）

１

１ ０．０５０

０．０２２

３

冷房能力：　1.8～4.0　　　ＫＷ

暖房能力：　1.7～5.8　　　ＫＷ

０．８

ＡＣ－２

ルームエアコン

１

圧 縮 機：

送 風 機：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(外）

送 風 機：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(内）

１

１

ＡＣ－３

形　　式：　壁掛形

冷房能力：　２．０　　　ＫＷ

暖房能力：　２．８　　　ＫＷ

１００ ０．６５

１００ ０．０２６

１００ ０．００８

１

１

ＡＣ－４

スポットエアコン 形　　式：　セパレート形

冷房能力：　5700　　　Kcal／Ｈ

１

圧 縮 機：

送 風 機：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(外）

送 風 機：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(内）

３ ２００ １．５

０．０６５２００１

２００ ０．１４
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冷媒管リスト

番　号 冷媒管サイズ　(液・ガス）

①

②

③

④

⑤

１２．７φ×２５．４φ

６．４φ×９．５φ

６．４φ×１２．７φ

９．５φ×１５．９φ

９．５φ×１９．１φ

９．５φ×２２．２φ

⑥

※特記なき冷温水管及びドレン管は２０Ａとする。

ＦＣＵ撤去に伴い冷温水配管のプラグ及びドレンにキャップを施すこと。

の範囲の機器は撤去を記す、ただし更新機器の設置の伴い干渉する機器・配管・ダクト類は撤去を見込むものとする。
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　工事設計図

一級建築士登録　１８８７６６号　岡田治幸

変　更　履　歴縮尺

岡田建築設計事務所
一級建築士登録　１８８７６６号 岡田　治幸

有限
会社

広島県三次市畠敷町１１０６番地１ ＴＥＬ（０８２４）６３－４３０６　　ＦＡＸ（０８２４）６３－４３１４

工事名称 図名 設計年月日

図面番号

製　　　　　　図
一級建築士事務所広島県知事登録　２２（１）０５４８号

布野保健福祉センター空調改修 1/150既設撤去空調設備　２階平面図 Ｒ０８．０２．２２
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　工事設計図

一級建築士登録　１８８７６６号　岡田治幸 布野保健福祉センター空調改修 no　scale既設撤去空調設備　機器リスト

ＡＣ-０６

Ｒ０８．０２．２５

φ Ｖ ＫＷ
台　数

電　動　機

５ １ １００ ０．０４６

５ １ １００

１ １００

１ １００

１ １００

１ １００

１ １００

１ １００

６

13

３

２

４

10

０．０６１

０．０６６

０．０９４

０．１３４

０．０５８

０．２０６

０．２１４

２００

２００

２００１

１ １．１

１ ０．０５０

０．０２２

３

２００

２００

２００１

１

１ ０．０５０

０．０２２

３

０．８

１

１

１

１００ ０．６５

１００ ０．０２６

１００ ０．００８

１

１

１

３ ２００ １．５

０．０６５２００１

２００ ０．１４

　※　撤　去（１台）

　※　残　置（４台）

　※　撤　去（１台）

　※　撤　去（３台）

　※　残　置（２台）

　※　撤　去（４台）

　※　残　置（２台）

　※　撤　去（４台）

　※　残　置（９台）

　※　残　置（２台）

備　　　　考

　※　全て残置とする

　※　全て残置とする

　　但し必要時には撤去する

　※　撤　去（１台）

　※　残　置（２台）

　※　全て残置とする

　※　全て残置とする

　※　全て残置とする

　※　撤　去（４台）

　※　残　置（６台）

ルームエアコン 形　　式：　天井カセット形

圧 縮 機：

送 風 機：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(外）

送 風 機：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(内）

冷房能力：　1.8～4.0　　　ＫＷ

暖房能力：　1.7～5.8　　　ＫＷ

ＡＣ－２

ルームエアコン

圧 縮 機：

送 風 機：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(外）

送 風 機：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(内）

ＡＣ－３

形　　式：　壁掛形

冷房能力：　２．０　　　ＫＷ

暖房能力：　２．８　　　ＫＷ

ＡＣ－４

スポットエアコン 形　　式：　セパレート形

冷房能力：　5700　　　Kcal／Ｈ

圧 縮 機：

送 風 機：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(外）

送 風 機：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(内）

機　器　名　称 仕　　　　　　様機器番号

撤　去　空　調　機　器　リ　ス　ト

冷房能力：4130kcal／h　　暖房能力：5600kcal／h　　水量：20.0l/min

カセット型　　　６００型

冷房能力：2970kcal／h　　暖房能力：3900kcal／h　　水量：11.0l/min

カセット型　　　４００型

冷房能力：1900kcal／h　　暖房能力：2410kcal／h　　水量：6.0l/min

カセット型　　　３００型

冷房能力：1350kcal／h　　暖房能力：1600kcal／h　　水量：4.5l/min

カセット型　　　２００型
ＦＣ－１

ファンコイルユニット

ファンコイルユニット

ファンコイルユニット

ファンコイルユニット

ファンコイルユニット

ファンコイルユニット

ファンコイルユニット

ファンコイルユニット

ＦＣ－２

ＦＣ－３

ＦＣ－４

ＦＣ－５

ＦＣ－６

ＦＣ－７

ＦＣ－８

ＡＣ－１

ルームエアコン 形　　式：　天井カセット形

冷房能力：　2.4～4.6　　　ＫＷ

暖房能力：　2.4～7.0　　　ＫＷ

圧 縮 機：

送 風 機：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(外）

送 風 機：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(内）

カセット型　　　８００型

天井埋込型　　　４００型

天井埋込高静圧型　　　２０３型

天井埋込高静圧型　　　２０２型

冷房能力：5620kcal／h　　暖房能力：6610kcal／h　　水量：19.0l/min

冷房能力：2970kcal／h　　暖房能力：3900kcal／h　　水量：11.0l/min

冷房能力：5210kcal／h　　暖房能力：4570kcal／h　　水量：17.5l/min

冷房能力：4280kcal／h　　暖房能力：4220kcal／h　　水量：14.5l/min

※網掛けの範囲を撤去機器の範囲とする、但し撤去台数は備考欄を参照すること。

変　更　履　歴縮尺
有限
会社

図名 設計年月日

図面番号

岡田建築設計事務所
一級建築士登録　１８８７６６号 岡田　治幸広島県三次市畠敷町１１０６番地１ ＴＥＬ（０８２４）６３－４３０６　　ＦＡＸ（０８２４）６３－４３１４

一級建築士事務所広島県知事登録　２２（１）０５４８号
製　　　　　　図 工事名称



　工事設計図

一級建築士登録　１８８７６６号　岡田治幸 布野保健福祉センター空調改修 1/150

ＡＣ-０７

Ｒ０８．０２．２５更新空調設備　１階平面図

冷媒管リスト

番　号 冷媒管サイズ　(液・ガス）

①

②

③

④

⑤

１２．７φ×２５．４φ

６．４φ×９．５φ

６．４φ×１２．７φ

９．５φ×１５．９φ

９．５φ×１９．１φ

９．５φ×２２．２φ

⑥

凡　　　　例

記　　　号 管　　　種 管　　　　　　　　材 備　　　　　　　　考

冷　媒　管

ド レ ン 管

リ モ コ ン

※室内外機の渡り配線は冷媒管共巻きとする。

※屋外外壁立下げ部の外装はスリムダクトとする。
断熱材被服銅管（メーカー標準品：保温厚10t×20t（液・ガス））

※原則既設FCUｽｲｯﾁ配線再利用　ﾘﾓｺﾝ新設時　EM-ECTF　1.25mm2　-2C

硬質塩化ビニル管　（ＶＰ管）※ﾙｰﾑｴｱｺﾝ（壁掛け）はﾄﾞﾚﾝﾎｰｽ（φ14）

の記しはダイヤモンドカッター穴明箇所を記す。

の記しは新設天井点検口を記す。 （450×450　9か所）

※室内機廻りは断熱ドレンホースにて施工する。

液晶ﾘﾓｺﾝ（ﾜｲﾔｰﾄﾞ）

（100φ相当　20か所）
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　工事設計図

一級建築士登録　１８８７６６号　岡田治幸 布野保健福祉センター空調改修 1/150

ＡＣ-０８

Ｒ０８．０２．２５更新空調設備　２階平面図

凡　　　　例

記　　　号 管　　　種 管　　　　　　　　材 備　　　　　　　　考

冷　媒　管

ド レ ン 管

リ モ コ ン

※室内外機の渡り配線は冷媒管共巻きとする。

※屋外外壁立下げ部の外装はスリムダクトとする。
断熱材被服銅管（メーカー標準品：保温厚10t×20t（液・ガス））

※原則既設FCUｽｲｯﾁ配線再利用　ﾘﾓｺﾝ新設時　EM-ECTF　1.25mm2　-2C

硬質塩化ビニル管　（ＶＰ管）※ﾙｰﾑｴｱｺﾝ（壁掛け）はﾄﾞﾚﾝﾎｰｽ（φ14） ※室内機廻りは断熱ドレンホースにて施工する。

液晶ﾘﾓｺﾝ（ﾜｲﾔｰﾄﾞ）

冷媒管リスト

番　号 冷媒管サイズ　(液・ガス）

①

②

③

④

⑤

１２．７φ×２５．４φ

６．４φ×９．５φ

６．４φ×１２．７φ

９．５φ×１５．９φ

９．５φ×１９．１φ

９．５φ×２２．２φ

⑥

の記しはダイヤモンドカッター穴明箇所を記す。 （100φ相当　2か所）

の記しは新設天井点検口を記す。 （450×450　1か所）

PAC

1

PAC

1

既設ﾄﾞﾚﾝに接続(VP25)既設ﾄﾞﾚﾝに接続(VP25)

既設ﾄﾞﾚﾝに接続(VP25) 既設ﾄﾞﾚﾝに接続(VP25)

③

③

③

③

③，③

25
25

25

25

変　更　履　歴縮尺

岡田建築設計事務所
一級建築士登録　１８８７６６号 岡田　治幸

有限
会社

広島県三次市畠敷町１１０６番地１ ＴＥＬ（０８２４）６３－４３０６　　ＦＡＸ（０８２４）６３－４３１４

工事名称 図名 設計年月日

図面番号

製　　　　　　図
一級建築士事務所広島県知事登録　２２（１）０５４８号
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　工事設計図

一級建築士登録　１８８７６６号　岡田治幸 布野保健福祉センター空調改修 no　scale

ＡＣ-０９

Ｒ０８．０２．２５更新空調設備　機器リスト１

機器番号
φ Ｖ ＫＷ

機　器　名　称 仕　　　　　　様 台　数

電　動　機

設　置　場　所 機器番号
φ Ｖ ＫＷ

機　器　名　称 台　数

電　動　機

設　置　場　所仕　　　　　　様

３ ２００

３ ２００

ＭＡＣ－１

ＭＡＣ－１－１

１ ２００

１

圧 縮 機：

送 風 機：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(室内機）

形　　式：　天井埋込カセット形（４方向吹出しタイプ）

送 風 機：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(内）

（参考機種）

（参考機種）

(室外機）

屋外店舗・オフィス用マルチエアコン

（玄関ホール系統）

Ｒ３２冷媒タイプ

冷房能力：　３１．５（３３．５）　　　ＫＷ

暖房能力：　３１．５（３７．５）　　　ＫＷ

定格消費電力(冷房)：　１１．０　ＫＷ

定格消費電力(暖房)：　８．２１　ＫＷ

９．８７

0.26×2

ＲＸＴＡ３３５Ａ（ダイキン）

店舗・オフィス用マルチエアコン

冷房能力：　７．１　　　ＫＷ　　（消費電力：０．０７２ＫＷ）

暖房能力：　８．０　　　ＫＷ　　（消費電力：０．０６８ＫＷ）

０．０５３

ＦＸＹＦＡ７１ＡＡ（ダイキン）

３ ２００

３ ２００

１

圧 縮 機：

送 風 機：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（参考機種）

(室外機）

屋外店舗・オフィス用マルチエアコン Ｒ３２冷媒タイプ

ＭＡＣ－２ 冷房能力：　１４．０（１６．０）　　　ＫＷ

暖房能力：　１６．０（１８．０）　　　ＫＷ

定格消費電力(冷房)：　４．３５　ＫＷ

定格消費電力(暖房)：　５．２０　ＫＷ

４．６６

０．２６

ＲＸＴＡ１６０Ａ（ダイキン）

（廊下系統）

１ ２００ ０．０４６

(室内機）

送 風 機：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(内）

形　　式：　天井埋込カセット形（２方向吹出しタイプ） 廊下

（参考機種）

店舗・オフィス用マルチエアコン

ＭＡＣ－２－１ 冷房能力：　５．６　　　ＫＷ　　（消費電力：０．０５９ＫＷ）

暖房能力：　６．３　　　ＫＷ　　（消費電力：０．０５６ＫＷ）

５

３

玄関ホール

３ ２００

３ ２００

１ ２００

１

圧 縮 機：

送 風 機：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(室内機）

形　　式：　天井埋込カセット形（４方向吹出しタイプ）

送 風 機：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(内）

（参考機種）

（参考機種）

(室外機）

屋外店舗・オフィス用マルチエアコン Ｒ３２冷媒タイプ

0.26×2

店舗・オフィス用マルチエアコン

冷房能力：　７．１　　　ＫＷ　　（消費電力：０．０７２ＫＷ）

暖房能力：　８．０　　　ＫＷ　　（消費電力：０．０６８ＫＷ）

０．０５３

玄関ホール

ＦＸＹＦＡ７１ＡＡ（ダイキン）

ＭＡＣ－３

ＭＡＣ－３－１

（食堂系統）

冷房能力：　２５．０（２８．０）　　　ＫＷ

暖房能力：　２８．０（３１．５）　　　ＫＷ

定格消費電力(冷房)：　７．６５　ＫＷ

定格消費電力(暖房)：　７．１８　ＫＷ

６．６１

ＲＸＴＡ２８０Ａ（ダイキン）

３

１ ２００ ０．０４６

(室内機）

送 風 機：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(内）

形　　式：　天井埋込カセット形（２方向吹出しタイプ） 廊下

（参考機種）

店舗・オフィス用マルチエアコン

冷房能力：　５．６　　　ＫＷ　　（消費電力：０．０５９ＫＷ）

暖房能力：　６．３　　　ＫＷ　　（消費電力：０．０５６ＫＷ）

ＭＡＣ－３－２

１

３ ２００

３ ２００

１

圧 縮 機：

送 風 機：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（参考機種）

(室外機）

屋外店舗・オフィス用マルチエアコン Ｒ３２冷媒タイプ

ＭＡＣ－４

（作業日常動作

訓練室系統）

冷房能力：　２０．０（２２．４）　　　ＫＷ

定格消費電力(冷房)：　６．０４　ＫＷ

暖房能力：　２２．４（２５．０）　　　ＫＷ

定格消費電力(暖房)：　５．２１　ＫＷ

５．１７

0.23×2

ＲＸＴＡ２２４Ａ（ダイキン）

１ ２００

(室内機）

形　　式：　天井埋込カセット形（４方向吹出しタイプ）

送 風 機：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(内）

店舗・オフィス用マルチエアコン

冷房能力：　７．１　　　ＫＷ　　（消費電力：０．０７２ＫＷ）

暖房能力：　８．０　　　ＫＷ　　（消費電力：０．０６８ＫＷ）

０．０５３

玄関ホール

（参考機種）

ＦＸＹＦＡ７１ＡＡ（ダイキン）

ＭＡＣ－４－１

３

３ ２００

３ ２００

ＰＡＣ－１

２

２００１

圧 縮 機：

空冷ヒートポンプパッケージエアコン

(同時運転ツイン）

送 風 機：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(外）

送 風 機：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(内）

（参考機種）

形　　式：　天井埋込カセット形（４方向吹出しタイプ）

冷房能力：　１４．０　　　ＫＷ

暖房能力：　１６．０　　　ＫＷ

定格消費電力(冷房)：　３．５０　ＫＷ

定格消費電力(暖房)：　３．８０　ＫＷ

２．８３

0.11+0.11

0.106×2

ＳＳＲＣ１６０ＣＤ（ダイキン）

２階　研修室

３ ２００

３ ２００

２００１

圧 縮 機：

空冷ヒートポンプパッケージエアコン

(同時運転ツイン）

送 風 機：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(外）

送 風 機：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(内）

（参考機種）

0.11+0.11

ＰＡＣ－２ 冷房能力：　１２．５　　　ＫＷ

暖房能力：　１４．０　　　ＫＷ

２．３６

１階　事務室１形　　式：　天井埋込カセット形（２方向吹出しタイプ）

定格消費電力(冷房)：　３．８５　ＫＷ

定格消費電力(暖房)：　３．８８　ＫＷ

0.046×2

ＳＳＲＧ１４０ＣＤ（ダイキン）

２００

２００

２００１

圧 縮 機：

空冷ヒートポンプパッケージエアコン

送 風 機：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(外）

送 風 機：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(内）

形　　式：　天井埋込カセット形（２方向吹出しタイプ）

（参考機種）

ＰＡＣ－３ (ペ　ア） 冷房能力：　７．１　　　ＫＷ

暖房能力：　８．０　　　ＫＷ

定格消費電力(冷房)：　１．８７　ＫＷ

定格消費電力(暖房)：　２．２４　ＫＷ

１．２９１

１ ０．０８４

０．１０６

ＳＳＲＧ８０ＣＶ（ダイキン）

１階　集会室

２００

２００

２００１

圧 縮 機：

空冷ヒートポンプパッケージエアコン

送 風 機：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(外）

送 風 機：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(内）

（参考機種）

(ペ　ア） 冷房能力：　７．１　　　ＫＷ

暖房能力：　８．０　　　ＫＷ

１．２９１

１ ０．０８４

ＰＡＣ－４

形　　式：　天吊形（ステンレスタイプ）

定格消費電力(冷房)：　２．２０　ＫＷ

定格消費電力(暖房)：　２．４４　ＫＷ

０．０６０

ＳＳＲＴ８０ＣＶ（ダイキン）

１ １階　男子浴室

更　新　空　調　機　器　表　－　１

３

１階　相談室－２

１階　特殊浴室

ＦＸＹＣＡ５６ＡＡ（ダイキン）

付 属 品：　防雪フード・アクティブフィルター・液晶リモコン（×４）

付 属 品：　防雪フード・アクティブフィルター・液晶リモコン（×２）

付 属 品：　防雪フード・液晶リモコン（×２）・樹脂架台（プラロック）

付 属 品：　防雪フード・液晶リモコン（×２）・高置架台(500H)

付 属 品：　防雪フード・高置架台(500H)・化粧パネル・液晶リモコン

付 属 品：　防雪フード・高置架台(500H)・化粧パネル・液晶リモコン

　　　　　　化粧パネル・液晶リモコン・ﾜｲﾄﾞﾊﾟﾈﾙ（参考：KDB53C160F）(×2)

ＦＸＹＣＡ５６ＡＡ（ダイキン）

　　　　　　高置架台(500H)・転倒防止金具

付 属 品：　化粧パネル・分岐管

　　　　　　転倒防止金具

付 属 品：　化粧パネル・分岐管

　　　　　　高置架台(500H)・転倒防止金具

付 属 品：　化粧パネル・分岐管

付 属 品：　化粧パネル・分岐管

　　　　　　転倒防止金具

付 属 品：　化粧パネル・分岐管

　　　　　　分岐管・転倒防止金具

　　　　　　分岐管・転倒防止金具・ワイドパネル（参考：KDB53C160F）（×２）

付 属 品：　防雪フード・壁面ﾌﾞﾗｹｯﾄ架台・転倒防止金具・液晶リモコン

付 属 品：　防雪フード・高置架台(500H)(×2)・樹脂架台（ﾌﾟﾗﾛｯｸ)（×1)・転倒防止金具

変　更　履　歴縮尺

岡田建築設計事務所
一級建築士登録　１８８７６６号 岡田　治幸

有限
会社

広島県三次市畠敷町１１０６番地１ ＴＥＬ（０８２４）６３－４３０６　　ＦＡＸ（０８２４）６３－４３１４

工事名称 図名 設計年月日

図面番号

製　　　　　　図
一級建築士事務所広島県知事登録　２２（１）０５４８号



　工事設計図

布野保健福祉センター空調改修一級建築士登録　１８８７６６号　岡田治幸

Ｅ－００１

Ｒ０８．０２．２５電気設備特記仕様書

布野保健福祉センター空調設備改修工事

ＲＣ耐火 2 2,011.72 ６項ロ 既存布野保健福祉センター

三次市布野町上布野１１０９３－１

変　更　履　歴縮尺

岡田建築設計事務所
一級建築士登録　１８８７６６号 岡田　治幸

有限
会社

広島県三次市畠敷町１１０６番地１ ＴＥＬ（０８２４）６３－４３０６　　ＦＡＸ（０８２４）６３－４３１４

工事名称 図名 設計年月日

図面番号

製　　　　　　図
一級建築士事務所広島県知事登録　２２（１）０５４８号

構内通信線路

構内配電線路

医療関係設備

中央監視制御設備

火災報知設備

駐車場管制設備

監視カメラ設備

テレビ共同受信設備

誘導支援設備

拡声設備

映像・音響設備

情報表示設備

構内交換設備

構内情報通信網設備

発電設備

電力貯蔵設備

受変電設備

雷保護設備

電熱設備

動力設備

工事種目

建物別及び屋外

4．工事種目

5．指定部分　　　※　無し　　・　あり（工期　令和　　年　　月　　日）

対象部分：

（改修工事の場合の部分使用　　　※　無し　　　　・あり）

項　　　　目 特　　記　　事　　項

一
般
共
通
事
項

一
般
共
通
事
項

一
般
共
通
事
項

1．共通仕様

　（以下「標準図」という）による。

　　イ 契約不適合調査…建設工事請負契約約款第４６条の５に定める期間内
2．特記仕様

 ．工　事　仕　様

工　　　　　　事　　　　　　種　　　　　　別

防犯・入退室管理設備

1. 施工図等

(１)特記仕様及び図面に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部の「公共建築工事標準仕様書（電気

(２)機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの工事仕様書を適用する。
(３)本工事は工事中及び完成後に必要に応じ次の調査を行うため、発注者より連絡があれば対応すること。
　　ア 公共事業労務費調査…工事中に実施（調査票の記入提出、発注者実施への協力等）

(２）特記事項のうち選択する事項は○印の付いたものを適用する。ただし、○印のない場合は※印を適用する。
(３）標準仕様書で「特記がなければ、」以下に具体的な材料・品質性能・工法検査方法等を明示している場合におい

2. 施工条件

3. 工事安全計画書

4. 施工調査

5. 発生材の処理

25. ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽの塗装

24. ｶﾊﾞｰﾌﾟﾚー ﾄの用途別表示 シール等を貼付し、用途を表示する。
23. ﾌﾗｯｼｭﾌ゚ ﾚｰﾄの材質 ・金属製（ステンレス、新金属も含む）　・樹脂製（使用場所　　　　　　　　　）

よるものとし、次による。
22. ケーブルの種類

屋外露出配管（厚鋼電線管）で塗装を行わない場合は、溶融亜鉛めっき仕上げ21. 屋外露出配管の仕上げ
　　（付属品を含む）

塗装する部分　・居室（　　　　　）・廊下　・屋上、屋側　・屋外 ・機械室　20. 露出配管の塗装

19. 電線本数・管路等 分電盤、制御盤、端子盤などの2次側以降の配線経路、電線太さ、電線本数、管径
などは監督職員の承諾を受けて変更してもさしつかえない。

18. 電線類
(２）通信ケーブルでJCS規格にない対数のケーブルはJCS規格に準じたものとする。
(３）盤内配線はEM電線を使用する。ただし、製造者標準品は除く。

(１）EM電線類で規格等の記載のないものは、ハロゲン及び鉛を含まないものとする。

（３）横引き配管等の耐震支持は、施設の分類に応じたものとする。
　　設計用水平地震力の1／2とし、水平地震力と同時に働くものとする。

  重要機器は次のものを示す。
　（・配電盤 ・非常用発電機 ・直流電源装置 ・交流無停電電源装置

 (２)設計用鉛直地震力
　　・交換機 ・火災報知受信機 ・中央監視制御装置 ・通信総合盤 ・　　　　　 ）

　場合は上層3階、13階建以上の場合は上層4階とする。中間階とは地階、1階を除
　く各階で上層階に該当しないもの。水槽類には燃料小出し槽を含む。

　上層階とは2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、10～12階建の

設備機器の固定は次に示す設計用地震力に耐える方法とする。

　次に示す設計用標準水平震度を乗じたものとする。
　設計用水平地震力は、機器重量［kＮ］に、地域係数（・1.0 ※0.9 ・0.8）と

機　　器

重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

0.6
0.6
0.4

0.6

1.0
0.6
1.0
1.5

1.0

1.0
1.0
0.6

1.0

1.5
1.0
1.5
2.0

1.5

1.0
1.0
0.6

1.0

1.5

1.5
1.0

2.0

1.5

1.5
1.0
1.0

1.5

1.5
1.5
2.0
2.0

2.0

中間階

屋上及び塔屋

上層階

地下及び1階
水　槽　類

防振支持の機器
機　　器
水　槽　類

防振支持の機器
機　　器
水　槽　類

防振支持の機器

機器種別設置場所

設計用標準水平震度

ただし、重量1kN以下の一般機器については、製造業者の指定する固定方法を採用する
17. 耐震施工
16. 電気工事士 最大電力500kW以上の場合においても、第1種電気工事士により施工を行う。

施工後確認試験15. あと施工アンカー
試験方法　　引張試験機による引張り試験
確認強度　　対象機器ごとのアンカーボルト1本に作用する引抜き力以上
試験箇所数　1施工単位に対し1本以上
対象機器　　(・配電盤 ・非常用発電機 ・直流電源装置 ・変圧器 ・　　　)

14. 既存躯体への穿孔 穿孔機械を使用し、既存躯体に穿孔する場合は、金属探知により電源供給が停止できる
付属装置等を用いて施工すること。

13. 非破壊検査 はつり工事及び穿孔作業を行う場合は、事前に非破壊検査を行い監督職員に報告する。
原則として探査方法は走査式埋設物調査(電磁誘導法又は電磁レーダ法)とする。放射線
透過検査等による埋設物の調査を実施する場合、範囲は監督職員の指示による。
放射線透過検査の検査費は別途とする。

　⑤製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　となる資料を提出して監督職員の承諾を受ける。ただし、次の①から⑥すべての事項
　を評価された事を示す外部機関が発行する書面を提出し監督職員の承諾を受けた場合

　①品質及び性能に関する試験データを整備していること。
　②生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。
　③安定的な供給が可能であること。
　④法令等で定めがある場合は、その許可、認可、認定又は免許を取得していること。

(２)別表－１に示す機材等を使用する場合は、次の①から⑥すべての事項を満たす証明
　努めるものとする。
　記事項及び図面表記の範囲内で、環境負荷を低減できる材料を優先的に選定するよう

　⑥販売、保守等の営業体制を整えていること。

（１）工事完成図書引渡書A4版　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2部　

（５）工事写真

（７）工事監理図書A4版　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1部
（８）工事概要調書A4版　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2部
（９）諸官庁届出書類一覧表A4版　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1部
　　　諸官庁届出書類(正)A4版　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1部
（10）運転操作説明書A4版製本・取扱説明書　　　　　　　　　　　　　　　　1部
（11）展開接続図A3版製本 　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 部
（12）保全管理台帳A4版・設備台帳A4版        　　　　　　　　　　　　　　 部
（13）型式台帳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 式

　し提出すること。
※型式台帳は、監督職員が指定する様式で作成する。建物で使用する部材、機器を記入

7. 完成時の提出書類等

8. 足場
「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場のせっちにあたっては、同ガイ
ドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における２の
(2)手すり据え置き方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。
本工事に必要な工事用電力、水及び諸手続きなどの費用はすべて受注者の負担とする。
本工事で設置する

11. 受注者事務所その他 構内につくることができる

・ 構内指示場所に堆積
・ 構内指示場所に敷き均し
※ 現場説明書の施工条件明示による12. 建設発生土の処理

 ．工　事　概　要　等

（２）完成図書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1部
（３）完成図面・施工図面二折リA3版製本　　　　　　　　　　　　　　　　　1部
（４）縮小完成図面・施工図面二折りA4版製本　　　　　　　　　　　　　　　2部

　　　（工事中写真A4版）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1部

（６）電子成果品（電子納品）CD-R 　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　2部

10. 監督職員事務所
9. 工事用電力、水、その他

・内部足場（　種）・外部足場（　種）本工事で設置する。

※建築工事に伴う工事の提出部数は、建築工事に合わせる。
※工事写真は「営繕工事写真作成要領」によるほか監督職員の指示による。
※完成図は、原則、CADにて修正を行い、図面枠内の適当な位置に「完成図」と表示する。

6. 機材の品質等

に基づき、受注、変更、完成、訂正時に工事実績情報として「工事実績データ」を作成し、監督職員の確認を
受けた後に登録機関に登録申請し、登録機関発行の「登録内容確認書」を監督職員に提出しなければならない。
なお、途中変更時の登録が必要な場合とは、工期の変更、技術者の変更があった場合とする。

 2. 工事実績情報の登録について

ホーム分電盤

〃

名　　　　　称

〃 400

900

床　上～中　心

1． 機器取付高

地　上～窓中心

床　上～中　心 1,800～2,200

1,800～2,000

1,500(上端1,900以下)

取引用計器

引込開閉器

測　　点

協議する。

名　　　　　称測　　点 取付高（mm） 取付高（mm）

1,300

1,100

スイッチ

〃

外部受付用ｲﾝﾀｰﾎﾝ(子機)

ガス漏れ中継器

検知器（都市ガス）

　〃（LPガス）

天井下～中　心

床　上～上　端

　300

　300

　300

床転倒時用

壁付押ﾎﾞﾀﾝ(多機能ﾄｲﾚ)

壁付押ﾎﾞﾀﾝ(多機能ﾄｲﾚ）

壁付ｲﾝﾀﾎーﾝ(上記以外)

〃

1,300

〃 　900

天井下～上　端   200

床　上～中　心

車椅子用ｲﾝﾀー ﾎﾝ(居室子機) 1,100

　〃（多機能ﾄｲﾚ・車椅子用居室）

〃

  300

  150

  150

800～1,300

コンセント（一般）

　　〃　　（和室）

　　〃　　（台上）

　　〃　　（土間）

〃

〃

台　上～中　心

床　上～中　心

 〃（自動・手動切替） 1,800

 〃（車椅子用ﾍﾞｯﾄﾞ周辺） 〃   900

  300

  200

  300

  150

端子盤

保安器箱

壁付アウトレット

　　〃　　（和室）

床　上～下　端

天井下～上　端

床　上～中　心

1,500(上端1,900以下)

1,500

1,300

壁掛形制御盤

手元開閉器

操作スイッチ

床　上～中　心

〃

〃

2,100～2,300

2,000～2,500

  150

ブラケット（一般）

　　〃　　（踊場）

鏡上端～中　心

〃

〃

　　〃　（トイレ）

〃

〃 300～400

　　　　〃　　（鏡上）

　　〃（車椅子用ﾍ゙ ｯﾄ周゙辺）

　　〃（車椅子用居室）

壁付発信器

受付押ボタン（一般） 1,300床　上～中　心

1,300

ベル,ブザー,チャイム

電源箱 床　上～下　端 　300

壁掛形スピーカ

壁付アッテネータ 1,300

　400

情報・出退表示盤

機器収容箱

　　〃　　（和室）

床　上～中　心

〃

天井下～上　端 　200

　300

　150

受信機・副受信機

機器収容箱

発信機

ベル

表示灯

800～1,500

800～1,500

800～1,500

〃

天井下～上　端

床上～中心

〃

床上～操作部

　200

　200

身障者用ｲﾝﾀー ﾎﾝ(子機) 　　　　　標準図による

テレビ端子

壁付電話機 〃 1,300

天井高×0.9床　上～中　心

　　　〃

天井高×0.9

　　　〃

　　　　　標準図による

床　上～中　心

　　　〃

子時計 床　上～中　心 天井高×0.9

壁掛形親時計 〃 1,500(上端1,900以下)

電
力
共
通

電

灯

動

力

構
内
交
換

電
気
時
計

拡

声

表

示

誘

導

支

援

テ
レ
ビ
共
同
受
信

火
災
報
知

ガ
ス
検
知

天井下～中　心

〃 2,300

〃

分電盤,OA盤,実験盤

機器取付高は下記を標準とする。ただし、天井高3m以上の場合及び機器の使用に支障がある場合は監督職員と

そ
の
他

拡
声
設
備

増幅器 ・時報及び自動放送（体操放送等）はアッテネータを経由した回路とする。
・増幅器の入出力配線と外部配線（壁ボックス等）の接続はコネクタによる。
　（一斉回路は使用しない）

自立運転機能　（　・有　　・無）

交流出力の電気方式　＿相　＿線　＿＿V

発
電
設
備

1. 電気方式
〈燃料系発電装置〉

2. 発電機容量

3. 燃料小出槽

4. 燃料種別

〈太陽光発電装置〉
1. 太陽電池アレイ

2. パワーコンディショナ

3. 表示装置

4. 連系する電力系統

・高圧　　・低圧

＿＿＿kVA以上

・軽油　　・Ａ重油

公称出力 ＿＿＿kW以上

定格容量 ＿＿＿kW以上

・液晶　　・LED表示装置

・高圧受電みなし低圧連系　・高圧連系　・低圧連系

返油ポンプのあるシステムでフロートスイッチの上限フロートは、通過形接点とする。

提出する。

・構造体利用接地極　・A型接地極　・B型接地極　・JIS A 4201-1999

1. 大地抵抗の測定

2. 接地システム

雷
保

護
設

備

1. 受変電設備容量 ＿＿＿kVA受
変
電
設
備

次のものを付属させる。2. 変圧器

3. 予備品等 標準仕様書によるほか電力ヒューズ現用定格値のものを現用数

工事着手前に大地抵抗率を測定し、測定表及び接地極省略判定記録書を監督職員に

モールド変圧器の表面は充電部とみなし、注意標識を取付ける。
・移動車輪（75kVA以上のもの）　　・防振ゴム　　・ダイヤル温度計（置針付）

・一般の施設

28. 他工事との取合い 図面に記載されていない工事区分は、別紙工事区分表による。

（　　　）書きの室名は直天井を示し、その他は二重天井を示す。29. 天井仕上げ区分

30. 配線図記号その他
(２)EMケーブルの表記は警報用及び同軸ケーブルを除き「EM-」を省略する。

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。
（１）風圧力

（２）積雪荷重
　　平成12年建設省告示第1455号における区域　　別表（　　　　　　　）

　　風速（Vo＝ ・30 ・32 ・34　m/s）　地表面粗度区分（ ・Ⅰ ・Ⅱ ・Ⅲ ・Ⅳ）

31. 適用区分

長さ1m以上の入線しない電線管には1.2mm以上の樹脂被覆鉄線を挿入する。32. 呼び線

33. 露出配管の固定保護

処理を行う。
34. 屋上・屋側等への設置

 機材の周囲処理
建築物（構造体）に直接設置するプルボックス、各種盤及びダクターには周囲にシール

を遅滞なく行う。
35. 官公署への手続き 工事の着手、施工、完成にあたり、関係官公署その他関係機関への必要な届出手続き等

36. 工事現場の表示 現場の見えやすい位置に、監督職員が指示する次の表示板を設置する。

37. 交通誘導員 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿作業期間、交通誘導員を＿＿＿（人/日）配置すること。

（連結及び単独の場合，EBはD＝14 L＝1,500又はW=40 L＝1,200とする）

の場合，EBはD＝10 L＝1,000又はW＝30 L=900とする）o，EtL，EaD，EtD，ED（E

oE
tLE

高　圧　避　雷　器
交　換　機　用
通　　信　　用
通　　信　　用

電話引込口の保安器用

10Ω以下
10Ω以下
10Ω以下
100Ω以下
100Ω以下

測　　定　　用

aD及びEtDE
tAE

HLE
tE

EB×3連－　2組
EB×3連－　2組
EB×3連－　2組
EB×1
EB×1
EB×1

DE

接地の種類
共　同　接　地
共　同　接　地
A　　　　　種
B　　　　　種
C　　　　　種
D　　　　　種

記　号
10Ω以下
10Ω以下
10Ω以下
Ω以下

10Ω以下
100Ω以下

接地抵抗値

D・C・AE
D・AE

CE
BE
AE

EB×3連－　2組
EB×3連－　2組
EB×3連－　2組

EB×3連－　2組
EB×1

EB×2連－　2組

接　　　地　　　極

接地極の材料は次による。27. 接地極

ステンレス製または鋼材に溶融亜鉛めっきを施したものとする。26. 屋上・屋側の
　　支持金物等

※有（メーカ指定色又は指定色仕上）・無（素地仕上）
機　　　　　材　　　　　名

 別表-1「外部機関等による評価済み機材表」

品　　　目

LED照明器具（一般屋内用に限る）

照明制御装置・

・

・ 盤類 分電盤（実験盤を含む） キュービクル式配電盤 制御盤

・

可変速運転用インバータ装置

・ 高圧機器
高圧変圧器（特定機器）

高圧交流遮断器 高圧避雷器 高圧進相コンデンサ

高圧限流ヒューズ 高圧負荷開閉器

・ 絶縁監視装置 高圧回路 低圧回路

・

・

・

・

中央監視制御装置

監視カメラ装置

太陽光発電装置

交流無停電電源装置（ＵＰＳ）

パワーコンデショナ及び系統連系保護装置

監視制御装置

蓄電池・
ベント形据置鉛蓄電池 据置ニッケル・カドミウムアルカリ蓄電池

制御弁式据置鉛蓄電池 シール形ニッケル・カドミウムアルカリ蓄電池

高圧スイッチギア（CW形） 高圧スイッチギア（PW形）

　　　（完成写真）　電子ファイル（PDF形式）により、３９電子納品に含めて提出

　は証明となる資料等の提出を省略することができる。（別表－１はその他欄参照）

※受注者は受注時又は変更時において請負金額が500万円以上の工事について、工事実績情報サービス（CORINS）

　ア　発注者から明示又は受注者が自ら行う「法令及び条例等に基づく各種手続き及び許可承諾条件」
　イ　上記アの内容について「不測の事態等が生じた場合の対応方法」

　(1)　次の内容について、「その他」項目に記載を求める。

　ウ　上記ア、イの内容について「現場作業に従事する者に対する周知の方法」
　(2)　「施工方法」等の関連する項目に、許可承諾条件等を適切に反映するよう求める。
　(3)　「法令及び条例等に基づく各種手続き及び許可承諾条件」等の変更が生じた場合は、施工（業務）計画

書の重要な変更が生じたものとして取り扱うこととし、変更施工（業務）計画書の提出を求める。

 4. 施工（業務）計画書への記載

 3. 快適トイレモデル工事

現場説明書による。

構
内
通
信
線
路

蓋の記号表示　鋳型流込み（※通信　・　　　）1. 地中箱

埋設深さ　特記なきは地表面（舗装がある場合は舗装下面）から300mm以上とする。

　　　（沈下量　・0.2m以下　・0.6m以下　・1.0m以下)
建物側配管引き込み部の地盤変位対応

2. 施工方法

ハンドホール内のケーブル支持等は、マンホールに準じて行う。
アスファルト舗装面に使用するハンドホール及び鉄蓋は、アスファルト舗装用とする。

　 屋外端末処理

備考

95.595.595.595.595.595.595.595.0

94.594.594.094.093.092.088.586.0

75554537302218.515

117.55.53.72.21.50.750.4

 規約効率(％)

 電動機出力（kW）

 規約効率(％)

 電動機出力（kW）

三相可変速運転用インバータ装置の規約効率は次の数値以上とする。1. ｲﾝﾊﾞｰﾀ装置の規約効率

※ボタン電話装置  　　 ・交換装置1. 型式

※本工事　・別途工事2. 保安器用接地

送受話器の落下防止を施す。3. 壁掛電話機

構

内

交

換
設

備

構
内
配
電
線
路

動
力
設
備

（１）規約効率はJEM-TR245「汎用インバータの規約効率」により算出した値とする。

　　IP4X、６極、50Hzの電動機を駆動したときの値とする。
（３）0.75kWの効率はJIS C 4213「低圧三相かご型誘導電動機トップランナーモー
　　ター」の定格電圧200V、IP4X、６極、50Hzの電動機を駆動したときの値とする。

蓋の記号表示　鋳型流込み（・電力　※電気　・　　　）

・避雷器内蔵　・地絡継電器付（※方向性　・無方向性）
※閉鎖形（中耐塩形）　・閉鎖形（重耐塩形）

※別置制御装置までの制御ケーブルを付属すること。

・一般形　・耐塩形

建物側配管引込み部の地盤変位対応(沈下量 ・0.2m以下 ・0.6m以下 ・1.0m以下)
埋設深さ　特記なきは地表面（舗装がある場合は舗装下面）から300mm以上とする。

ハンドホール内のケーブル支持等は、マンホールに準じて行う。
アスファルト舗装面に使用するハンドホール及び鉄蓋は、アスファルト舗装用とする。

１. 地中箱

2. 高圧負荷開閉器

3. 高圧ケーブルの端末部 　高圧電力ケーブルの端末両端部にシースの収縮対策（熱収縮テープによるシースずれ
止め対策等）を行う。

4. 高圧電力ケーブルの

5. 照明用ポール 照明用ポールには配線用遮断器（引外し装置なし）又はカットアウトスイッチ（素通
しヒューズ）を内蔵する。ただし、ガーデンライトは除く。

6. 施工方法

1. 照明制御の照度測定等
電
灯
設
備

提出する。なお、測定箇所は監督職員の指示による。
 明るさセンサーによる照明制御を行う部屋は、照度測定を行い、測定表を監督職員に

回路電流値測定時期　　・改修前後

照度測定時期　　100％点灯時　 （※夜間　（※改修前後　・新設後））
　　　　　　　　調光制御点灯時（※夜間　（※改修前後　・新設後））

　ものとする。

　　LEDの光源色　（・電球色　　※昼白色）
(１)LEDの光源色は別図面に指定がある場合を除き下記による。

(２)LED照明器具の定格入力電圧はユニバーサル電圧（100V～242V）に対応する

納入数　　※１個　　・　　個

2. 照明制御装置設定器 納入数　　※１個　　・　　個

・タイムスケジュール設定
設定器機能　・アドレス設定　・グループ設定　・パターン設定

納入数　　※１個　　・　　個
　 （多重伝送式）
3. アドレス設定器

4. 点検用リモコン
 　(非常用照明・誘導灯用)

 材料とする。

・接地極付きコンセント（2P15A）はプラグ無しとする。
・防水形コンセントはプラグ無しとする。

5. 配線器具

6.　照明器具

・ハーネスジョイントボックス用OAタップのケーブルは、ハロゲン及び鉛を含まない

7.　非常照明測定の
　　照度測定箇所

設置した各部屋２箇所以上

40. 地質変位等への対応 建物引込み部の地盤変位等への対応
想定沈下量　（ ・200mm以下　　・600mm以下　　・1,000mm以下 ）

41. 地中配管の埋設深さ 特記なき場合は地表面（舗装がある場合は舗装下面）から300mm以上とする。
コンクリート製埋設標は彫込み表示のものを用いる。

39. 電子納品

  ※ 完成図　　・ 保全に関する資料    ※ 施工図　　※ 完成写真　・ その他
  ・ 機材関係資料　　 ・ 施工関係資料　 　・ 検査関係資料 ・ 発生材関係資料

 　電子成果品を「営繕工事電子納品要領」に基づき作成する。

  ※ 工事管理ファイル ・ 施工計画書　　　・ 工程表　　   ・ 打合せ簿

・特定の施設

鋼板製のものを除く

なお、溶融亜鉛めっき又は同等以上の耐食性を有する鋼板製のもの及びステンレス

・本業種が付帯の場合は、元請業種へ技術資料等を提供する。

・本業種が付帯の場合は、元請業種で登録を行う。

・本業種が付帯の場合は、元請業種で配置する。

 (３)監督職員及び受注者が使用する情報共有システムのサービス提供者（以下「サー

   情報共有システム運用ガイドライン」に基づき実施すること。

　　広島県工事中情報共有システム
 (２)本工事で使用する情報共有システムは次とする。

38. 工事中情報共有ｼｽﾃﾑ  (１)本工事は、受発注者間の情報を電子的に交換・共有することにより、業務の効率
   化を図る情報共有システムの対象である。なお、運用にあたっては「広島県工事中

　 ビス提供者」という。）との契約は、受注者が行い、利用料を支払うものとする。
 (４)受注者は、監督職員又はサービス提供者から技術上の問題点の把握、利用にあた
　 っての評価を行うためのアンケート等を求められた場合、協力しなければならない。

・別途工事で配置する。（工事名：　　　　　　　　　　　　　　　　）

電灯設備

するものとする。
現場説明書による。

別契約の関係工事との取合いを十分に打合せ、各現場代理人承認の上で提出する。なお、
当該建物の取得する施工図の著作権に係わる当該建築物に限る使用権は、発注者に移譲

安全対策に関する具体的な工事安全計画書を監督職員に提出する。
建築工事安全施工技術指針及び建設工事公衆災害防止対策要綱を参考に、工事現場の

の事前調査を行い監督職員に報告書を提出する。（・　　　　　　　・　　　　　　）
調査を行う前に監督職員に調査計画書を提出する。

施工に先立ち、改修工事関連（施工部位により既存性能を損なうおそれのある）部分

し、監督職員に報告する。・微量PCB含有機器(・変圧器　　　・　　　　　　　　　　)
撤去する機器類等について、製造年、品番等を確認し特別管理産業廃棄物の有無を調査

特別管理産業廃棄物は関係法令に従い適切に処理する。

議する。
工事中、特別管理産業廃棄物が発生すると判明した場合、その処理方法は監督職員と協

引渡しを要するもの　  ※無 ・有（・金属類　・盤類　・電線,ケーブル  ・      　）
特別管理産業廃棄物　  ※無 ・有　・本工事において調査を行う。　

　撤去するＰＣＢ使用機器の分析を行う。
　分析費　（　※ 別途　　・ 本工事）
　ＰＣＢ小機器収納容器　（　※別途　　・本工事（用途　　　　　　　））

　分析費　（　※ 別途　　・ 本工事）

　また、国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（グリーン購入法）に基づ
　を使用する場合は、あらかじめ監督職員の承諾を受ける。
　質及び性能を有するものとする。ただし、製造業者等が記載されている場合に同等品
(１)本工事に使用する機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品
本工事では、広島県産業廃棄物埋立税相当額を見込んでいる。
については、広島県産業廃棄物埋立税が課税されるので、適正に処理すること。なお、
(３)本工事で発生する建設廃棄物のうち、広島県内の最終処分場に搬入する建設廃棄物

計が最も経済的になるものを見込んでいる。従って、正当な理由がある場合を除き再資
る施設のうち受入れ条件が合うものの中から、運搬費と受入費（平日の受入費用）の合
(２)本工事における再資源化に要する費用（運搬費を含む処分費）は、(１)に揚げ
場合、その用途に応じて適切に処理するものとする。
処理すること。ただし、建設廃棄物が、破砕等（選別を含む）により、有用物となった
ない中間処理施設にあっては、廃棄物処理法に定められた基準に従った適正な施設）で
島市、呉市、福山市）が、廃棄物処理法に基づき許可した適正な施設（許可対象となら
(１)本工事で発生した建設廃棄物は、広島県（環境県民局）及び保健所設置政令市（広
再生資源化を図るもの　※無　・有（・蛍光管　・HIDランプ　・小型二次電池　　　）

源化に要する費用（単価）は変更しない。

ガス回収業者に抜き取り及び処理を委託する。
ガス絶縁開閉器、ガス絶縁変圧器等受変電機器に含まれるＳＦ６ガスは、製造者又は
六フッ化硫黄（ＳＦ６）ガス　　　　　※ 無　　・ 有

放射性物質を含むイオン化式感知器 　 ※ 無　　・ 有
　製造業者又は販売業者に回収を委託する。 （　・ 別途　 ※ 本工事）

・石綿含有設備資機材(・配線用遮断器　 ・　　　　)

 （・PCB使用機器　・石綿含有設備資機材（・配線用遮断器　　　　　　　　））

②石綿含有設備資機材　　※ 無　　・ 有　　・ 未調査
　撤去する石綿含有設備資機材の分析を行う。

　き策定された「広島県グリーン購入方針」に掲載されている品目については、他の特

　設備工事編）（令和７年版）」（ただし改修工事の場合は「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）（令和
　７年版）」）（以下「標準仕様書」という）及び「公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）（令和７年版）」

（１）機器の据付け及び取付け
場合は、この限りではない。

6kV EM-CET(EE)
6kV EM-CE(EE)
呼称(図示記号)

［めっき付着量300ｇ/㎡以上］とする。

　　　　　　　　　種　　　　　　　　類

建築基準法による 消防法施行令
建　物　名　称 構　　造 階　数 備　　考

別表第一の区分延べ面積（m2）

1．工事名称

2．工事場所

3．建物概要

（　　印の付いたものが対象工事種目）

改修更新一式

改修更新一式

改修更新一式

(１）項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

　て、それらが関係法令等（条例含む）に抵触する場合には、関係法令等の遵守（1.1.13）を優先する。

EM-高圧架橋ﾎ゚ ﾘｴﾁﾚﾝｹー ﾌﾞﾙは、JCS4395「6600V架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｹｰﾌ ﾙ゙(3層押出型)」に

(１)EEF1.6-2C×2は、EEF1.6-4Cを使用してもよい。

2.5m以下のサドル及びダクターには保護を行う。

※工事名等の表示板（900mm×600mm）　　・工事概要等の説明看板（900mm×600mm）

（２）0.4kWの効率はJIS C 4212「高効率低圧三相かご形誘導電動機」の定格電圧200V、

　　https://chotatsu.pref.hiroshima.lg.jp/nouhin/index02.html

　　https://chotatsu.pref.hiroshima.lg.jp/asp/index.html

①ＰＣＢ使用機器　　※ 無　　・ 有　　・ 未調査

6600V 架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ絶縁耐燃性ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰｽｹｰﾌﾞﾙ(6600V CE/F(EE))
6600V ﾄﾘﾌﾟﾙﾚｯｸｽ型架橋ﾎ ﾘ゚ｴﾁﾚﾝ絶縁耐燃性ﾎ ﾘ゚ｴﾁﾚﾝｼーｽｹーﾌﾙ゙(6600V CE/F(EE))



　工事設計図

一級建築士登録　１８８７６６号　岡田治幸 布野保健福祉センター空調改修 1/150

Ｅ－０１

Ｒ０８．０２．２５既設電灯設備
空調室内機配線図　１階平面図

工事範囲外

工事範囲外

工事範囲外
工事範囲外

工事範囲外

工事範囲外

工事範囲外

不要

※既設室内空調機、ファンコイルユニットの電源は配線離線前に

※不要になる配線は端末処理を適正に施し（天井内）、更に盤内配線遮断器

から離線させ整線すること。

　各配線遮断器回路を必ず調査確認すること。

配線
再使用

再使用
配線

再使用
配線

不明 不要

再使用
配線

再使用

224 不要

不要不明

不要224

再使用
配線

305

306

配線
再使用

不要

不明

24

配線
再使用

再使用 27
不要

再使用
配線 再使用

配線

配線
再使用

配線
再使用

不要 不明

不要不要

配線
再使用

凡例

既設アウトレットボックス(天井内)

既設ケーブル1.6mm2-2C

FCFCFCFC

1616

FC

1 4

AC FC

4

FC

1

FC

7
×4

FC

8

FC

5

FC

4

FC

2

FC

2

1

AC AC

2
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2
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2
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1

AC AC

13
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4

8
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×4
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4

FC

2

FC

4
×2
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4

FC

8
×1

FC

3
×2

2

FC

FC

2

FC

1

L-2

LM-1

3

FC FC

3 5

FC

L-1

変　更　履　歴縮尺

岡田建築設計事務所
一級建築士登録　１８８７６６号 岡田　治幸

有限
会社

広島県三次市畠敷町１１０６番地１ ＴＥＬ（０８２４）６３－４３０６　　ＦＡＸ（０８２４）６３－４３１４

工事名称 図名 設計年月日

図面番号

製　　　　　　図
一級建築士事務所広島県知事登録　２２（１）０５４８号
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4
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4,0005,0005,0005,000

44,000

5,0005,0005,0005,0005,000

台所 台所

便所 便所
台所

便所 便所

テラス

車イス　居室

便所
台所

職員玄関

受付カウンター

風除室 ポーチ

渡り廊下-1 耐火帯付

EV機械室

脱衣室

廊下

スロープ

下足箱

機械室

女子更衣室男子更衣室

便所 便所

玄関

プール

スロープ

手摺

手摺

スロープ

テラス

屋外階段

テラス

物入 物入 押入

UP

EV

煙突UP

EXP.J

手摺

プロパン庫

3
,
00

0

1階平面図   1/150

玄関ホール

生活援助員室

和室６帖

押入

職員

便所

養護室
集会室

便所
台所

押入 押入押入 押入

居室
和室６帖

居室
和室６帖

居室
和室６帖

居室

和室６帖

廊下

洗濯室

廊下

事務室

玄関

下足箱

相談室－２

在宅支援介護センター

相談コーナー

相談室-1

洗濯室
特殊浴室

押入

休養室

作業日常動作訓練室

食堂

車イス

女子便所

男子便所

男子浴室
女子浴室

脱衣室

踏込 踏込

渡り廊下-2

食料庫

便所

事務室

（厨房用）

休憩室

厨房

廊下

シャワー シャワー

シャワー シャワー



　工事設計図

一級建築士登録　１８８７６６号　岡田治幸 布野保健福祉センター空調改修 1/150

Ｅ－０２

Ｒ０８．０２．２５既設電灯設備　

L-2F

工事範囲外

工事範囲外

工事範囲外

既設研修室空調機回路214

配線遮断器OFF
配線切離し端末処理

L-2F

※既設室内空調機、ファンコイルユニットの電源は配線離線前に

※不要になる配線は端末処理を適正に施し（天井内）、更に盤内配線遮断器

から離線させ整線すること。

　各配線遮断器回路を必ず調査確認すること。

214

不要

配線
再使用

配線
再使用

配線
再使用

FC

8
×2

変　更　履　歴縮尺

岡田建築設計事務所
一級建築士登録　１８８７６６号 岡田　治幸

有限
会社

広島県三次市畠敷町１１０６番地１ ＴＥＬ（０８２４）６３－４３０６　　ＦＡＸ（０８２４）６３－４３１４

工事名称 図名 設計年月日

図面番号

製　　　　　　図
一級建築士事務所広島県知事登録　２２（１）０５４８号
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5,000 5,225
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5
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2階平面図   1/150

屋外階段

ベランダ

吹抜
渡り廊下 廊下

吹抜 床の間 押入

押入

物入

物入

物入

EV

煙突

DN

甲防
甲防

押入

研修室

ホール

図書室
栄養指導室

保健相談室　兼　保健指導室

女子便所 男子便所

湯沸

DN

空調室内機配線図　１階平面図



　工事設計図

一級建築士登録　１８８７６６号　岡田治幸 布野保健福祉センター空調改修 1/150 Ｒ０８．０２．２５

Ｅ-０３

動力 ・電灯幹線設備　 １階平面図
改修電気設備

地中FEP65

EM-CET100mm2 3C(C75)
EM-CET60mm2 3C(C63)

P・B 400×400×300 鋼板製

P・B 500×500×400 SUS

EM-CET60mm2 3C
EM-IE3.5mm2

EM-CET60mm2 3C

工事範囲外

工事範囲外
工事範囲外

工事範囲外

工事範囲外

工事範囲外
工事範囲外

MCB60AT新設取付

空きスペースへMCB100AT新設取付
電灯

MCB150AT新設取付

新設

③G54

M-4

EM-IE8mm2
EM-CET60mm2 3C

EM-IE5.5mm2
EM-CET38mm2 3C

②G54

新設
LM-2

天井内

LM-1

L-1

L-2

既設受変電設備

動力Tr:100KVA

電灯Tr:75KVA

地中FEP65

EM-IE3.5mm2地中FEP65

P・B 500×500×400 SUS

EM-CET60mm2 3C

EM-CET60mm2 3C

既設吸収式冷温水機
ELB100AT撤去

動力

既設P・B 300×300 SUS 撤去
P・B 500×500×400 SUS 新設

天井内

P・B 500×500×400 SUS

P・B 500×500×400 SUS

P・B 400×400×300 SUS

③・⑥G54

①EM-CET100mm2 3C(G70)
④EM-CET60mm2 3C(G54)

⑤G54

既設予備回路MCB100AT撤去
動力盤

変　更　履　歴縮尺

岡田建築設計事務所
一級建築士登録　１８８７６６号 岡田　治幸
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工事名称 図名 設計年月日

図面番号

製　　　　　　図
一級建築士事務所広島県知事登録　２２（１）０５４８号

番号 配管種別

幹線リスト

薄鋼C76

厚鋼G70
EM-CET 100mm2-3C①

EM-CET 60mm2-3C② 厚鋼G54

EM-CET 60mm2-3C③

EM-CET 60mm2-3C
厚鋼G54

薄鋼C63

EM-CET 38mm2-3C厚鋼G54

④

⑤

⑥ EM-CET 60mm2-3C

厚鋼G54

FEP65

厚鋼G54

FEP65

EM-IE 8mm2

EM-IE 3.5mm2

EM-IE 5.5mm2

電源種別

3φ200V

3φ200V

3φ200V

1φ200V

1φ200V

1φ200V

接地線種別ケーブル種別 備考

動力幹線

動力幹線
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電灯幹線

電灯幹線

電灯幹線
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既設受電設備
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車イス　居室

便所
台所

職員玄関

受付カウンター

風除室 ポーチ

脱衣室

廊下

スロープ

下足箱

機械室

女子更衣室男子更衣室

便所 便所

玄関

プール

スロープ

手摺

手摺

スロープ

テラス

テラス

物入 物入 押入

UP

EV

煙突UP

EXP.J

手摺

プロパン庫
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1階平面図   1/150

玄関ホール

生活援助員室

和室６帖

職員

便所

養護室
集会室

便所
台所

押入 押入押入 押入

居室
和室６帖

居室
和室６帖

居室
和室６帖

居室

和室６帖

廊下

洗濯室

廊下

事務室

玄関

下足箱

相談室－２

在宅支援介護センター

相談コーナー

洗濯室

押入

休養室

作業日常動作訓練室

車イス

女子便所

男子便所

男子浴室
女子浴室

脱衣室

踏込 踏込

渡り廊下-2

食料庫

便所

事務室

（厨房用）

休憩室

厨房
シャワー シャワー

シャワー シャワー

屋外階段

相談室-1

耐火帯付

食堂

廊下

EV機械室

特殊浴室

渡り廊下-1

押入

PAC

1

PAC

1

PAC

3

MAC

3

MAC

4

PAC

3

PAC

3

MAC

1

PAC

3

×5

MAC

4-1
×3

MAC
×3

3-1

1

RAC

MAC

1-1

MAC

2-1

MAC

2-1

2

RAC

PAC

2-1

PAC

2-1

PAC

3-1

PAC

5

PAC

5

MAC

3-2

PAC

5

PAC

5

PAC

4

PAC

3

PAC PAC

5 5

MAC

2-1

PAC

2

MAC

2



　工事設計図

一級建築士登録　１８８７６６号　岡田治幸 布野保健福祉センター空調改修 1/150
動力・電灯分岐設備　１階平面図

Ｅ－０４

Ｒ０８．０２．２５改修電気設備

LM-1

L-2

LM-2

工事範囲外

工事範囲外
工事範囲外

工事範囲外

工事範囲外

工事範囲外
工事範囲外

④

⑤

⑥

厚鋼G36

厚鋼G36

⑦

⑧

⑨

厚鋼G28

厚鋼G28

EM-CET 14mm2-3C

EM-CE 5.5mm2-3C

EM-CET 14mm2-3C

EM-CE 5.5mm2-3C

厚鋼G22

⑩

厚鋼G22 EM-CE 3.5mm2-2C

EM-CE 5.5mm2-3C

EM-IE 3.5mm2

EM-IE 3.5mm2

EM-IE 3.5mm2

EM-IE 2mm2

EM-IE 2mm2

EM-IE 2mm2

3φ200V

3φ200V

MAC-1

MAC-2

MAC-3

MAC-4

PAC-1

3φ200V

3φ200V

PAC-2

EM-CE 5.5mm2-3C

EM-CE 3.5mm2-2C

厚鋼G22

厚鋼G22

EM-IE 2mm2

EM-IE 2mm2

1φ200V

1φ200V

PAC-4

PAC-5

⑪

PAC-3

PAC-3

厚鋼G22

厚鋼G22

EM-CE 3.5mm2-2C

EM-CE 3.5mm2-2C

EM-IE 2mm2

EM-IE 2mm2

1φ200V

1φ200V

EM-CE 3.5mm2-2C厚鋼G22 EM-IE 2mm2 1φ200V PAC-5

2台

2台

2台

2台

LM-2

M-4

LM-2

LM-2

LM-2

M-4

LM-2

LM-2

LM-2

L-1(既設)

L-1(既設)

番号 配管種別 ケーブル種別 電源種別 接続機器 備考接続盤接地線種別

3φ200V

3φ200V

⑫

⑬

⑭

動力・電灯分岐リスト

既設受変電設備

動力Tr:100KVA

電灯Tr:75KVA ⑫G22 ⑬G22 ⑬G22

屋根上 G22・G22・G22 ④G36 ⑩G22

⑨G22 ⑤G28

天井内

EM-IE2mm2
EM-CE3.5mm2-3C

P・B 200×150 SUS

⑭G22 ⑭G22 ⑪G22

L-1

M-4

P・B 500×400 SUS

G22・G36・G28・G22・G22

⑥G36⑩G22 ⑦G28 ⑧G22 ⑧G22

変　更　履　歴縮尺
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工事名称 図名 設計年月日

図面番号

製　　　　　　図
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Ｅ－０５

Ｒ０８．０２．２５改修電気設備
電灯設備空調配線図　１階平面図

工事範囲外

工事範囲外
工事範囲外

工事範囲外

工事範囲外

工事範囲外
工事範囲外

既設受変電設備

動力Tr:100KVA

電灯Tr:75KVA

MAC-1-1

MAC-2-1

MAC-3-1

MAC-3-2

MAC-4-1

電源種別

1φ200V

1φ200V

1φ200V

1φ200V

1φ200V

玄関ホール

廊下

食堂

廊下

電動機出力

0.053KW

0.046KW

0.053KW

0.046KW

0.053KW

EM-EEF 1.6mm-2C

EM-EEF 1.6mm-2C

EM-EEF 1.6mm-2C

EM-EEF 1.6mm-2C

EM-EEF 1.6mm-2C

L-1(既設)

L-1(既設)

L-1(既設)

L-1(既設)

L-1(既設)

5台

3台

1台

3台

3台

設置室名 ケーブル種別 接続盤 台数

機器接続リスト

機器名

以降切離し端末処理

切離し端末処理

24

305

L-1

27

L-2

LM-1

作業日常動作訓練室

凡例

既設アウトレットボックス(天井内)

新設アウトレットボックス(天井内)

既設ケーブル1.6mm2-2C

新設ケーブルEM-EEF1.6mm-2C
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符号

室名

数量：1

特殊浴室

ＡＬＰＴ

Ｐ Ｐ

ＰＰ

Ｃ
Ｈ製
品

Ｈ
取

手
位

置

２
０

２
５

．
９

３
０

たたみしろ
製品Ｗ

約９０

４
９

.
６４

０

た
た

み
込

み
幅

約
１

２
０

２９．２

　アコーデオンカーテン　Ｃ型レール
　Ｗ２１５０×Ｈ２５００

片開き　２００～４，０００ｍｍ

２０１０～３０００ １１６０

　２１１０～２２００

製品Ｗ寸法［ｍｍ］

標準取手位置［ｍｍ］製品Ｈ寸法［ｍｍ］

製作可能Ｈ寸法

重量 約３．５～４．０ｋｇ／ｍ

５００～３，０００ｍｍ

両開き　４００～８，０００ｍｍ
製作可能Ｗ寸法

たたみしろ寸法［ｍｍ］

４８０

形式

材質

仕上

硝子

金物

備考

アルミパーティション

50、Ｗ3944*Ｈ2500（外郭寸法）

アルマイト処理（シルバー）

ドア部、ランマ部 4ミリ型板

ポストアルミ、パネル化粧鋼板ｔ0．4、扉化粧鋼板ｔ0．5、幅木アルミ(※不燃仕様)

丁番、レバーハンドル空錠、ＤＣ、

見込、ＷＨ

ＡＬＰＴ
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レザー
蝶番

カマチキャップ

マグネット

取手

Ｃ型レール Ｃ型ランナー

簡易ロックオプション

　アコーデオンカーテン　Ｃ型レール
　Ｗ２１５０×Ｈ２５００
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押入 押入
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玄関ホール
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事務室

渡り廊下-1 耐火帯付

EV機械室

シャッター

設計

乙防

車イス

女子便所

男子便所

男子浴室

踏込脱衣室

手摺

有効廊下

踏込
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脱衣室
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渡り廊下-2
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1階平面図   1/100

EV

煙突UP

休養室作業日常動作訓練室

特殊浴室 洗濯室

相談室－２

相談室-1

有
効

有
効

生活援助員室

養護室

事務室
（厨房用）

プロパン庫
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